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１	
 はじめに	
 

	
 	
 政策・メディア研究科では、日本の政治システ

ムの弱点である政策形成プロセスの脆弱さを解

消する新しい方法を研究し、2009 年に修士論文

「ネット利用による政策ファシリテーターの設

計・実施と可能性」をまとめた。この研究でプロ

トタイプを開発したオンラインファシリテータ

ー『ポリネコ』（www.polineco.jp）は、卒業後、

オンラインで政治家と有権者をマッチングする

新規性が、従来の政治コミュニケーションでは得

られないメリットを生むと判断され特許を取得

した。	
 

	
 	
 この特許をマスメディア上で展開すべくテレ

ビ局に提案したが、論説委員達からの理解を得ら

れなかった。しかし提案をきっかけに、テレビ放

送とネットを連携させた仕組みと生放送議論番

組を実現（フジテレビ	
 オピニオンネットワーク

『コンパス』/BS フジ『ザ・コンパス』）させ、

新聞とネットを連携させた企画（朝日新聞	
 ビリ

オメディア内『オルタナティブ・ニッポン』）に

携わり、マスメディアの現状と可能性について当

事者に近い立場で知見を得ることができた。	
 

	
 	
 行政分野では、新潟市都市政策研究所による	
 	
 

	
 『公共交通の再構築』に於いて長年、解決の緒を	
 	
 

	
 見出せなかった課題に対して、行政、企業、市民	
 	
 

	
 を繋ぐコミュニケーションデザインを企画、実行	
 

	
 することで、解決の緒をつくることに成功した。	
 

	
 	
 これらの経験と知見から、マーケティング分野

では顧客と企業経営を繋ぐ方法として周知の経

営手法である CRM （ Customer	
 Relationship	
 

Management）を応用し、市民と政治を繋ぐ CRM

（Citizen-policy	
 Relationship	
 Management）を

確立することで、日本の政治システムの弱点であ

る、戦略的な意思決定が構造的に不得手である状

態を改善し、補完できることを本稿で紙面の許す

限り具体的に提起する。 	
 
 
２	
 日本の政治システムの現状と課題	
 

	
 ２.１	
 国政レベル	
 

	
 日本社会には多くの課題があり、政治が本来持

つ課題解決機能の重要性は高まる一方である。し

かし、その機能が発揮されているという人は少な

い。日本の政治が戦略的な意思決定を不得手とす

る主な原因は下記の 3点にある。	
 

	
 

・党議拘束のため、議員個人が国会内で自由に議論

できない。	
 

・政党の方針によって、審議は基本的にブラックボ

ックスとなっている。	
 

・限られた会期のため、政策の成立か否かが注目さ

れ不毛な与野党対決が助長される。	
 

	
 

	
 	
 	
 	
 政党と国会の仕組みが、建設的な議論を行っ

てイノベーションの緒を見出すように設計され

ていないことが、日本の政治システムが未だ克服

できていない構造的な問題である。リーダーシッ

プを誇る政治家が出現しても、この構造の前には

無力に近く、政治の機能不全が解消されることは

ない。	
 

	
 	
 	
 	
 なによりも、上記の 3 点の原因解消には、国

会議員の行動が不可欠であるが、個々の議員にと

ってのインセンティブは非常に少なく、国民には

行動を促すインセンティブをつくる手段はほぼ

皆無であるため、解決の見込みはさらに小さくな

る。	
 

	
 	
 	
 	
 結果、この機能不全によって、現在も続く福

島原発事故の収拾処理、エネルギー政策、社会保

障問題など、国のあり方、戦略にとって重要なテ

ーマは先送りされるか、透明性が極めて低い「空

気」によって責任の所在が曖昧なまま資金投入な

どの執行が行われることが常態化しており、国内

の政治不信はもとより、諸外国から見た日本の評

価低下を引き起こしている。	
 

	
 	
 	
 	
 加えて、選挙における一票の格差問題は長ら

く問題が指摘されながら、解決の見込みを得られ

ていない。選挙制度の不備は、有権者に政治参加

のインセンティブ低下を招く。同様に、現在の与

党は、議席数の多さを誇るものの約半数の投票率

で約 4割の得票を得たに過ぎない。これは有権者

のわずか 2割による支持でしかなく、国民的な支



持を与党が得ているわけではないことを意味す

る。この脆弱な支持は、政権与党が積極的に国民

的議論を喚起せず、問題の先送りを後押しするも

のとなっている。	
 

	
 

２.２	
 地方自治レベル	
 

	
 	
 	
 	
 1980 年代の NPM では、民間リソースの活用が

進められる中、、行政は舵取りの役割を求められ

た。続く 1990 年代の NPS では、民間との合意形

成が重視され、行政の役割はサービサーであるこ

とが求められた。とはいえ、地方議会の機能低下

が指摘されて久しく戦略的な市町村経営に成功

している事例は少ない。平成 23 年の地方自治法

の一部改正によって、市町村が総合計画を策定す

る義務がなくなったが、それは、それぞれが独自

の方法で、市町村が存続発展する戦略をつくり実

行することが求められることを意味し、戦略の有

無、内容により市町村間の格差が拡がりやすい環

境となっている。	
 

	
 	
 首長と議会がマニフェストを軸に戦略を主導	
 

	
 する状態が理想的であるが、首長-議員-行政-市	
 

	
 民/民間が議題を共有する方法は、まだない。	
 

	
 	
 政治家や行政職員に先見性が高い人物が存在	
 

	
 していても課題が共有されなければ孤立する可	
 

	
 能性が高く、問題意識のある市民がいても、小平	
 

	
 市での都道計画における住民投票が投票数の不	
 

	
 足で不成立となったように、日頃からの地方自治	
 

	
 の問題にコミットする機会の少なさが無関心を	
 

	
 生み、政策の柔軟性に乏しい行政が行われる悪循	
 

	
 環となっていると考えられる。	
 

	
 	
 人口減少が今後数十年の期間は不可避である	
 

	
 なかで、選択と集中、つまり戦略的な意思決定が	
 

	
 必要にも関わらず処方箋を打ち出せないまま問	
 

	
 題を先送りするゾンビのような市町村が生まれ、	
 

	
 財政危機やインフラ崩壊などに直面するリスク	
 

	
 が高まっている。	
 

	
 

	
 ２.３	
 国政、地方に共通する閉塞状況の本質	
 

	
 	
 	
 国政レベル、地方自治レベルに共通する問題

の本質は、国民、市民と政治家、政策の繋がりが

極めて脆弱なことにある。	
 

	
 この繋がりの脆弱さは、政治家の視点に立てば、

国民が政策課題についてどう考えているか把握

する術を持たず、国民の視点に立てば、政治家が

どのような考えを持っているか把握する術を持

たないことに起因する。	
 

	
 この国民と政治家の繋がりの脆弱さを解消しな

い限り、日本の政治が戦略的な意思決定を行える

ようにはならない。	
 

	
 	
 	
 企業活動では、自社あるいは、専門家に依頼

する形で顧客との継続的な関係を構築し、ニーズ

の確認や、シーズの共有を行う CRM（Customer	
 

Relationship	
 Marketing）が行われているが、そ

れに相応するものが政治では行われていない。	
 

	
 仮に、政治家や政党が CRM を行えば、自らに都合	
 

	
 の良い情報操作が当然のマーケティング活動と	
 

	
 して行われる蓋然性が高い。そのため政治分野に	
 	
 

	
 於いて国民と政治家を繋ぐ CRM を行う場合には、	
 	
 

	
 社会起業分野におけるソーシャルグッドに近い	
 

	
 視野と行動規範を持つことが求められる。	
 

	
 国民、市民と政治家、政策の繋がりが極めて脆弱	
 

	
 であることは、この繋がりをファシリテーション	
 

	
 する主体と機能が不在であることを意味する。	
 	
 

	
 繋がりの担い手が現れない以上、日本の政治の閉	
 

	
 塞状況が解消されることはない。	
 

	
 	
 

３	
 マスメディアの現状	
 

	
 	
 社会科の教科書では、マスメディアが国民と政

治を繋ぐ役割を担うと表記されていた。どのよう

に「繋ぐ」かは、経済成長が前提であった環境下

では、ただ伝えれば良かった。しかし、問題が複

雑化し、先送りに限界が見えてくると、伝えるだ

けでなく、学び、考えることが重要になる。主権

者である国民が学び、考える存在であることは、

民主主義の基本であるが、日本のマスメディアは

国民が学び、考える場として機能していない。	
 

	
 その理由は下記の３点にある。	
 

	
 

・ニュースの価値が情報の蓄積、分析よりも速報性

とその正確さにあるという報道分野における不

文律の存在。	
 

・視聴率や発行部数、PV など基本的に広告のリー

チに依存する傾向が高く、リーチ以外の要素をマ

ネタイズする仕組みが未整備であること。	
 

・メディアの受け手（購読者や視聴者など）と送り

手（記者、制作者）間のコミュニケーション不足。	
 

	
 

	
 	
 新聞、テレビ、雑誌、ネット、ラジオメディア

におけるコンテンツの多くが、リーチパワーに基

づく広告モデルに価値を置いた経営を行ってお

り、学びや考える場といった継続性を考慮する状

況にない。コミュニティ運営など、コンテンツ制

作とマネタイズをうまく結びつける経営努力が

必要であるが、旧来のマネタイズからの脱却をは

かる取り組みは極めて少ない。組織内において新

しい取り組みを行うインセンティブは働きにく

く、コンテンツの受け手である視聴者や購読者に

は、メディア企業に行動を促しインセンティブを

つくる手段がほぼ皆無である。これまでのマスメ

ディアの成功モデルによる貯金が続くうちは、変

化を望むことはできない。	
 

	
 

	
 	
 加えて、主にデバイスとネットワークの技術革

新によってテレビ番組をテレビ受像機で視聴し、

新聞を新聞紙で読む必然性が低下している。	
 

	
 しかし、多くのメディア企業の経営モデルはこの



変化に対応できていない。人口動態の影響も無視

できないが、事実として、テレビの総視聴率、新

聞の購読者数共に低下傾向にあり、さらにメディ

ア接触のあり方が分化する傾向が進んでいる。こ

の変化は、従来のマスメディアが持っていた国民

同士、国民と政治を繋ぐ特別な存在としての力を

低下させてゆく。	
 

	
 こうした変化を認識している個人はメディア企

業に少数ながら確実に存在しているが、企業経営

にとっては旧来モデルの否定を含んだ劇的な変

化であり、既存のメディアが国民、市民と政治家、

政策の繋がりを担う主体となることは極めて難

しい。	
 

	
 	
 

４	
 世論調査、討論型世論調査などの可能性	
 

	
 	
 世論調査の特徴は、"回答は単発"、"回答者に

情報を与えず反射的に回答させる"ことで、人々

のその時だけの感情、印象を集約することにある。	
 

	
 	
 多くの世論調査は RDD 方式で行われており、固

定電話を対象に日中に在宅の人々から回答を得

る。選択肢は限られており、感情的な回答を引き

出しやすいため、政策評価について限界がある手

法である。しかし、世論調査による政策評価、内

閣支持率などはニュースで取り上げられる事が

多く、政治への影響も少なくない。統計的な正し

さがあり、選挙予測などでは効果を発揮している

としても、社会の人々の事実やデータに基づく意

見や考えではなく、感覚的な回答を集約したに過

ぎない。	
 

	
 	
 

	
 	
 討論型世論調査は、統計的に選出された国民に

中立的な情報を提示し、討論を行うことで意見変

化を見るものである。世論調査の不得手な領域を

担うものであり、スタンフォード大学のフィシュ

キン教授が世界各地で展開し実績を積んでおり、

日本では慶應大学 DP 研究センターが、国の重要

政策の決定の参考にされる世界初の事例を「エネ

ルギー・環境の選択肢に関する討論型世論調査」

として実施した。画期的事例ではあるが、参加回

答は無作為抽出であるため単発であり、政治家に

とっては自身の支持、不支持に関わらない参考情

報に留まる。また、運用にはフィシュキン教授の

監修が必須であり、独自の展開を行うことは難し

い。	
 

	
 

	
 民主党政権下で注目され実施事例もある熟議

は、ただの意見の集積となってしまう可能性が高

く、国民と政治家の繋がりをつくるという機能を

持たない。また、官庁や政党が行なう場合は政策

誘導となる可能性もある。これは、パブリックコ

メントや意見聴取会にも言えることである。	
 

	
 	
 

	
 これらの調査手法、取り組みが国民、市民と政治

家、政策の繋がりを担う主体となることは難しい

と考えられる。	
 

	
 

５	
 ネットメディアの可能性	
 

	
 	
 選挙活動にネット利用を追加することが 2013

年の参議院選挙から認められ、ネットメディアが

選挙に大きく影響することが期待されたが、それ

はほとんど空振りに近い結果に終わった。政治関

連のネットメディアも注目されたが、情報提示の

域を出ておらず、今後も大きな影響を生む可能性

は低いと考えられる。理由は、国民、政治家の双

方にとって従来のメディアとの違いがなく、積極

的に利用するインセンティブがないためである。	
 

	
 

６	
 日本の政治システムに解決方法は存在するか？	
 	
 

	
 	
 このように、現在の日本のメディアや各種の調

査や取り組みを含む政治システムには、国民、市

民と政治家、政策の繋がりを担う主体も機能も期

待できないと言える。このような状態では、自分

の考えなど影響がないと考え関与を放棄する「合

理的無知」が生じるのも致し方ない。	
 

	
 	
 しかし、システムの外に目を向ければ解決方法	
 

	
 は存在する。既存のシステムの外にありながら各	
 

	
 種メディアや世論調査とも共存するバイパス的	
 	
 	
 

	
 な存在であれば、国民、市民と政治家、政策の繋	
 

	
 がりを担う主体と成り得る。	
 

	
 	
 	
 

７	
 国民と政治を繋ぐ手段/メディアのデザイン	
 

	
 	
 既存のシステムに日本の政治の閉塞を解消す

る国民、市民と政治家、政策の繋がりを構築する

ことはできないとなれば、新たにバイパスをつく

るしかない。基盤となるのは、『政治家と主権者

がオンラインによる設問回答を通じて、互いのマ

ッチングを把握できる仕組み』（政治家評価シス

テム	
 特許 4528691 号）である。	
 

	
 	
 この基盤に加え重要なポイントは、国民と政治

家にとってのインセンティブ設計と、経営デザイ

ンの 2点である。	
 

	
 	
 国民にとってのインセンティブは、回答参加す

ることで、政治にプレッシャーを掛けられるとい

うことである。このために、複雑な問題に関する

見解を比較的容易に見つけられること、同じまた

は異なる考えの政治家を把握できること、他のユ

ーザーの動向を把握できること、未回答の政治家

に回答要請を行えることなどのユーザー体験を

一体的かつ継続的に提供する。	
 

	
 	
 政治家にとってのインセンティブは、支持基盤

の確保であり、有権者の動向の把握である。全国

と選挙区ごとの回答動向に加え、他の政治家の動

向も把握できるなどのユーザー体験を一体的か

つ継続的に提供する。	
 

	
 	
 これらのユーザー体験を実現するために、政策	
 

	
 課題について包括的かつ不偏の取材と情報編集、	
 	
 



	
 そして、設問と回答結果となる政策課題に対する	
 

	
 見解のタイプ分けロジックが必須であり、このプ	
 

	
 ロセスによって仕組みの運営主体は、意思を持つ	
 

	
 ファシリテーターとして機能する。	
 

	
 	
 たとえば、一票の格差を解消する方法は、これ

までのニュース報道では、議席数を減らすかどう

かが焦点とニュースで報じられるが、実際には議

席数を増やすことや、得票に基づいた国会内での

投票数の増減なども解決方法として存在してい

る。これらのメリット、デメリットを比較できる

ようにすることで、予断を持たずに課題解決に向

けたアプローチを比較検討できるようにする。	
 

	
 	
 メディアとして力を持つためには、政治家の多

数の参加が必要であるが、前述の通り政治家には

インセンティブを提供する。それでも回答がない

政治家は、国民からの回答要請を無視するという

リスクを負うこととなる。	
 

	
 	
 ある程度の回答規模となれば、政党の枠を越え	
 

	
 て、連携できる政治家を見つけることができるよ	
 

	
 うになることが予想されるほか、複数の政策課題	
 

	
 をまたぐ形で、回答状況を分析すれば支持基盤を	
 

	
 把握する精度を高めることができる。また、政党	
 

	
 の中央の意向に基づく意思表示を行うよりも、自	
 

	
 分の見解を表明したほうがいいかなどの判断を、	
 

	
 回答動向を元に判断できるようになる。	
 

	
 	
 利用にあたってはメールアドレスや SNS の ID	
 

	
 に紐付いた ID 登録を行うことで、なりすましを	
 

	
 最小化する。この ID 登録によって、継続的に回	
 

	
 答動向の把握を行うことができるほか、事象に関	
 

	
 わる新たな情報があった場合は、その情報を確認	
 

	
 した上で、回答を修正することもできる。	
 

	
 	
 国政レベルでも地方レベルでも、政治家はこの	
 

	
 仕組みに参加することで、自身の政策に対する見	
 

	
 解を有権者に示すことができるので、一種のマー	
 

	
 ケットが成立する。	
 	
 

	
 また有権者は回答を通じて、政策課題について深	
 

	
 く学ぶことができ、既存のメディアの二者択一的	
 

	
 視野から解放される。両者にとっての情報コスト	
 	
 

	
 を減らしつつインセンティブを満たせることが、	
 

	
 国民、市民と政治家、政策の繋がりの本質である。	
 

	
 	
 

	
 	
 経営のあり方は重要である。	
 

	
 どの政策課題を誰の原資によって取り上げるか	
 

	
 が不透明であれば、信頼は失われてしまう。その	
 

	
 ために、経営主体は独立したものであり、いかな	
 

	
 る外部の力にも影響されないことを基本理念と	
 

	
 して宣言する。	
 

	
 	
 国政レベルの政策課題については、企業、業界	
 

	
 団体、行政機関からのスポンサードによって行な	
 

	
 うケースが想定されるが、そうした場合でもスポ	
 	
 

	
 ンサーのプラスにならないと思われる事実や選	
 

	
 択肢が含まれることも実施条件とし、信頼性を確	
 

	
 保する。これは米国におけるロビイングのあり方	
 

	
 が参考となる。政策決定のプロセスが透明にし、	
 

	
 国益であることを世論のお墨付きを以て示す、米	
 

	
 国流のアプローチは国内の評価のみならず、海外	
 

	
 からの評価にも繋がっている。日本の族議員を中	
 

	
 心とした閉鎖的なプロセスから見てほぼ真逆と	
 

	
 言える。企業、業界団体、行政機関は、社会保障	
 

	
 や医療問題、農業問題、新技術の導入など政治的	
 

	
 な要因に影響されやすいテーマのスポンサーと	
 

	
 なることで、議論を進め世論のお墨付きを得られ	
 

	
 る。これはスポンサーにとってのインセンティブ	
 

	
 となる。	
 

	
 	
 

	
 	
 地方自治における戦略的な意思決定にこの仕

組みを導入することで、首長及び地方議会の政治

家と市民を結びつけた合意形成を行うことが可

能となる。住民投票よりも選択肢、期間などの面

で柔軟な運用が可能であり、欧米における都市再

生会社のような分析、戦略策定、合意形成までト

ータルに対応するサービス提供が可能となる。	
 

平成の大合併以降、数万人〜数十万人に満たない

規模の自治体で、その『核』となるアイデンティ

ティを確立できていないことは少なくない。	
 

	
 また、大都市でも市民参加型の新たな経営シナリ

オ策定のノウハウは確立していないが、この仕組

みによって、戦略的な都市経営を可能となる基盤

が具体化する。	
 

	
 	
 仕組みの運用は少人数で可能であるため経営

も小回りがきく。また自治体に向けたソリューシ

ョン提供を経営基盤とすれば、国政レベルの政策

課題にスポンサーを必須としない幅広いテーマ

への対応も可能となる。テーマの幅が拡がること

で、新聞やテレビ、ネットメディアとの連携によ

る相乗効果も期待できる。	
 

	
 これらの展開によって、国民、市民と政治家、

政策の繋がりが再構築され、日本の政治の閉塞状

態は解消に近づく。	
 

	
 	
 

８	
 民主主義先進国-日本	
 

	
 	
 合意形成とは多数決ではなく、全会一致を実現	
 	
 

	
 することでもない、さまざまな条件下で、リスク	
 

	
 への対応を含めた最大公約数を見出すことで納	
 

	
 得をつくるプロセスである。このための方法が整	
 

	
 備されてこなかったことが、日本はもとより、先	
 

	
 進国各国での民主主義の行き詰まりとなってい	
 

	
 る。チャーチルの言葉に「民主政治は最悪の政治	
 

	
 形態である、これまで試みられた他の形態を除い	
 

	
 ては」（1947）とあるが、国民と政治家の繋がり	
 

	
 に、継続性、リアルタイム性を加えた再構築を行	
 

	
 うことで、民主政治は新たな可能性を見いだせる。	
 

	
 	
 日本が新たな発展を手に入れることは、民主	
 

	
 政治の可能性を切り拓き、民主主義先進国となる	
 

	
 ことが必要不可欠である。	
 

	
 



大学生のための大学 

―就職活動の成功要因についての実証分析― 

○井口俊太朗  総合政策学部 3 年 

キーワード：就職活動、大学像、大学生像、人材採用、教育経済学 

1.はじめに 

大学が学生の就職にとってどのような役

割を果たしているのかについては十分な分

析や考察が行われているとは言い難い。そ

こで今回、慶應義塾の他学部と比較しても

独自の教育システムをもつ湘南藤沢キャン

パスの総合政策学部・環境情報学部(以下

SFC と記載)に焦点を当て、SFC 卒業予定者

の就職について分析を行うこととする。 

SFC の二学部における就職率は 76%,69%1

であり、就職率の高い経済学部（85％）、商

学部（86％）と比較すると 10％程度も低い。

こうした状況を改善するためには、SFC 卒

業予定者のうち、どのような属性をもち、

大学でどのような経験をした人が就職活動

に成功しているのかを明らかにすることが

重要である。本論文において、私は「就職

活動の成功に関する要因」を解き明かして

いく。したがって、本論文のリサーチクエ

スチョンは「就職活動に影響している要因

は何か」 である。本研究では、SFC 二学部

の四年生にアンケート調査を実施し、そこ

から得られたデータを計量経済学の手法を

用いて分析を行った。その結果、性別・リ

ーダーシップを発揮した経験があるか・体

育会に参加しているか・専門の勉強への取

り組み・授業を受ける教室の大きさ・就職

活動時にアルバイトをしていたか・就職活

                                                  
1慶應義塾大学 2011 年度 業種別就職及

び進学等状況 

動に関する情報収集方法の各要因が就職活

動に影響を与えることが分かった。事前の

予想に反し、大学入学以前の能力を表す変

数(出身高校の偏差値など)は影響せず、SFC

における成績などの変数も影響しない。し

かし、サークルや他の活動と比較して専門

分野の勉強に熱心に取り組んできたことは

影響するという結果となった。以上のこと

から、SFC が、就職活動に成功する学生を

生み出すための政策提言としては次のよう

なものが考えられる。第一にリーダーシッ

プ教育である。第二に、授業の評価制度を

厳しくする。 

 

2.先行研究検討 

厚生労働省の「雇用管理調査」では企業

が学生を採用する要因として「熱意・意欲

（64%2）」が重要視されていることがわかる。

しかし大学卒業者へのアンケート調査結果

はそれとは異なる。例えば、田澤・梅﨑(2012)

は「大学の成績」は就職活動の成功に繋が

ると結論付けているし、永野(2005)もまた

「個人の就職活動への意識」に加えて「大

学の成績」は重要だと述べている。一方で、

濱中(1998)は「大学の成績」よりも「出身大

学」がどこかによって就職活動が決まると

しており、大学の中で何を学ぶかよりも、

大学入学時の学力が重要であると述べてい

                                                  
2 厚生労働省 雇用管理調査 平成 16 年

(平成 16 年をもって調査は終了している) 



る。 

以上の先行研究からも明らかなように就

職活動の成功を規定する要因ははっきりし

ていない。また、これまでの論文は日本全

国でアンケートを取り、そこから一般的な

結論を出そうとしていて、特定の学校に絞

ったものはあまり見られない。しかし、大

学と言っても日本には約 1000 以上の大学が

存在している。むしろ、同じ大学を卒業し

たものの中で、就職活動にどのような差が

あるかを明らかにすることのほうが重要で

はないか。 

そこで本論文では学校を特定し、私自身

が所属する SFC を対象とした研究を進めて

いくこととする。その理由としては、上で

も述べたように、大学の難易度(=大学入学時

の能力)と大学での成績（＝大学の育成能力）

のどちらが就職活動に影響を与えるのかは、

まだ議論されている最中であるので、特定

の大学を対象にし、大学入学以前の能力を

コントロールしたうえで、「大学」が学生の

就職活動に与える影響を明らかにする必要

があると考えたからである。また、独自の

アンケートを実施することで、これまであ

まり焦点があてられていなかった勉強以外

の活動にも目を向けてみたいと考えた。 

 

3.推計モデル 

ここでは、実証分析に用いる推計モデル

について説明する。本論文で用いる推計モ

デルは採用が内定した学生が、当該の企業

の「志望度」（10 段階）を被説明変数(Y)と

し、下記のような様々な要因との相関関係

を明らかにするものである。推計は、最小

二乗法(以下 OLS)によって行う。 

 

説明変数は、性別、外見など大学以前に決

定されている要因(A)、専門の勉強やサーク

ルなど「大学時代に頑張ったこと」に関す

る要因(B)、成績や履修している授業の生徒

数など大学での勉強状況をあらわす変数を

(C)、インターン経験など就職活動での行動

をあらわす変数を(D)としている。学的には

下記式のように表され、u は誤差項を表す。 

 

   

 

4.データ 

アンケートの調査対象ならびに回収数 

今回のアンケート調査は、2010 年度に

SFCに入学した4年生計942名を対象とし、

7 月 8 日から 16 日の 8 日間を回答期間とし

て実施した。アンケート調査はインターネ

ットサービスを用いてオンライン上で回答

できる URL を作成し、スマートフォンや PC

から回答してもらった。その結果、回答者

数は 87 名(回収率は 9.2%)で、回答者の内訳

は男性 47 名、女性 40 名であった。この 87

名の内、就職先を「就職(公務員以外)」と回

答した 64 名のみを分析に使用した。

5.推計結果（モデルの考察） 

5％水準で統計的に有意となった説明変数

は、性別、リーダーシップ、運動部に所属し

ているか、最も頑張ったものが運動系サーク

ル・文化系サークル・運動部、就職活動時の

アルバイト、他大学の先輩からの情報収集で

ある。これらについて詳細にみていくことと

する。 

性別は負で統計的に有意であることから、男

性よりも女性のほうが、志望順位の高い企業



 

から内定を得ていることがわかる。事実、永

野(2007)によると、女性全体の新卒正社員入職

者は減少、あるいは低迷してきているが、大

卒者では逆に女性の新卒正社員入職者割合が

高まってきているとある。次に「リーダーシ

ップ」に正の相関関係がみられる。経済産業

省が 2006 年から提唱している「社会人基礎力」

3は「前に踏み出す力」、「考え抜く力」、「チー

ムで働く力」の 3 つの能力で構成されている。

「リーダーシップ」を発揮するということは

つまり、上の三つの能力を有していることを

示すのではないだろうか。また、係数が統計

的に有意であり、かつその効果が大きいのは

運動部に関する関数二つである。しかし、本

調査では運動部に所属している人のサンプル

数が少ないので解釈には留保が必要である。

一方、文化系サークルや運動系サークルを頑

張ったと答えた人は、専門分野の勉強を頑張

った人と比較すると、就職活動の成功度が低

い。専門分野の勉強に力を入れることが成功

に繋がると考えるべきだろう。また、情報収

集の仕方も影響することがわかった。 

 

6.政策提言 

① リーダーシップ教育 

リーダーシップの係数が非常に大きいことか

ら、SFC でリーダーシップを発揮する機会を

作ることが重要である。私の提案としては、

慶應義塾の高校などと連携し、大学生と高校

生でグループを編成し、大学生のリーダーシ

ップによって、実際の課題解決に取り組むこ

とである。 

② 授業の評価制度を厳しくする 

専門分野の係数が大きいことから、授業の評

                                                  
3 経済産業省 HP http://www.meti.go.jp/
より引用 

価制度を厳しくし、学生が真剣に専門分野の

勉強に取り組まざるを得ないような環境を作

ることも重要である。 

 

7.結論 

本論文では「就職活動に影響している要因は

何か？」というリサーチクエスチョンに応え

るため、SFC の四年生 87 名にアンケートを行

い、就職に与える要因を統計的に分析した。

この結果、就職活動に有意な影響を与える要

因は、性別、リーダーシップの発揮、専門分

野への取り組み、運動部での取り組み、就職

活動時のアルバイト、親族から就職活動に関

する情報収集が可能かどうか、などであるこ

とがわかった。これらを踏まえて、SFC にお

けるリーダーシップ教育の導入と、専門領域

の勉強により真剣に取り組むように仕向ける

ため、授業の評価制度を厳しくすることを提

案したい。 
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変数

平均値 標準偏差 分散 最小値 最大値 P値
C 3.23 0.506

企業志望度 8.081 1.878 3.584 1 10

男（男=1,女＝0） 0.532 0.499 0.253 0 1 -2.56 ** 0.047

外見(低0-3高) 1.484 0.798 0.647 0 3 -0.16 0.744

高校偏差値 66.016 8.091 66.550 44 79 -0.01 0.761
浪人(浪人=1,現役=0) 0.242 0.428 0.186 0 1 -0.75 0.738

<受験形式・ダミー(英語入試=0)>

数学受験 0.081 0.272 0.075 0 1 0.82 0.761

英語・数学受験 0.097 0.296 0.089 0 1 0.81 0.620
AO受験 0.258 0.438 0.195 0 1 2.17 0.103
内部進学 0.081 0.272 0.075 0 1 2.96 0.273

<生活環境・ダミー(実家=0)>

一人暮らし（実家が首都圏） 0.129 0.335 0.114 0 1 -0.17 0.913

一人暮らし（実家が首都圏以外） 0.194 0.395 0.159 0 1 -2.42 0.213
親族と暮らしている 0.032 0.177 0.032 0 1 -2.32 0.509
友達と共同生活 0.016 0.126 0.016 0 1 -1.89 0.593

住まいが東京(神奈川=0) 0.290 0.454 0.209 0 1 -0.57 0.647

フェイスブックの使用頻度(低0-6
高) 5.258 1.307 1.736 0 6

0.09 0.833

友達の数 552.459 363.800 134556.352 150 1500 0.00 0.889

リーダーシップ(低0-4高) 2.613 0.904 0.831 0 4 1.50 ** 0.017

運動部に所属しているか(いる=1,
いない=0) 0.081 0.272 0.075 0 1

-7.81 ** 0.058

<最も頑張ったもの・ダミー(専門分
野の勉強=0)>

課外活動 0.081 0.272 0.075 0 1 3.24 0.287

文化系サークル 0.161 0.368 0.137 0 1 -2.74 ** 0.075

運動系サークル 0.194 0.395 0.159 0 1 -3.66 ** 0.007

運動部 0.065 0.246 0.061 0 1 9.22 *** 0.020

趣味 0.032 0.177 0.032 0 1 0.03 0.992

資格の勉強 0.016 0.126 0.016 0 1 0.62 0.878
アルバイト 0.081 0.272 0.075 0 1 -0.23 0.929
専門分野以外の勉強 0.016 0.126 0.016 0 1 3.03 0.631

成績(低0-4高) 2.468 1.160 1.368 0 4 -0.24 0.577

クラスの大きさ(大0-2小) 0.919 0.725 0.534 0 2 -1.59 * 0.054

留年(した=1,してない=0) 0.065 0.246 0.061 0 1 2.59 0.405

留学経験(なし0-4長) 0.677 1.254 1.599 0 4 -0.65 0.173
TOEIC(なし0-4高) 1.667 1.502 2.294 0 4 -0.02 0.947
資格の数(なし0-5多い) 1.700 1.282 1.671 0 5 0.06 0.861
研究会に入った時期(遅い1-5早
い) 2.726 1.019 1.055 1 5

-0.57 0.411

研究会の期間(短1-7長) 4.210 1.334 1.808 1 7 0.45 0.433
研究会の数 1.855 0.895 0.815 1 5 1.87 0.204

就職活動時のアルバイト(なし0-4
多い) 1.133 1.335 1.812 0 4

1.02 *** 0.014

インターン(なし0-3長) 0.767 0.883 0.792 0 3 1.23 0.125

就職活動開始時期(遅い0-6早い) 2.533 1.147 1.338 0 6 -0.85 0.140

応募社数 23.083 17.221 301.603 0 85 0.05 0.169

就職活動の情報を集めた方法数 2.983 1.323 1.779 1 7 0.44 0.667

<情報収集方法・ダミー(インター
ネット=0)>

親族から 0.267 0.442 0.199 0 1 2.80 * 0.060

同大学の先輩から 0.717 0.451 0.206 0 1 -0.28 0.823

他大学の先輩から 0.133 0.340 0.118 0 1 -4.27 ** 0.042

0.500 0.500 0.254 0 1 0.49 0.762

本・雑誌から 0.300 0.458 0.214 0 1 -0.35 0.866
大学の学生課から 0.083 0.276 0.078 0 1 -0.22 0.952
指導教員から 0.033 0.180 0.033 0 1 -1.41 0.544

<相談相手・ダミー(友達=0)>

親族 0.317 0.465 0.220 0 1 -1.77 0.107

同大学の先輩 0.283 0.451 0.206 0 1 2.04 0.244

指導教員 0.017 0.128 0.017 0 1 0.58 0.928
キャリアアドバイザー 0.033 0.180 0.033 0 1 1.45 0.608
他の大人 0.033 0.180 0.033 0 1 1.10 0.683

モデル

係数

脚注：***の時1%水準有意,**の時5%水準有意,*の時10%水準有意

記述統計量



NPO 法人ブラストビートの運営プログラムにおける 

ワークショップの設計と実践 
―多様な価値観と限られた時間の中で若者の生きる力を育む― 
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1 はじめに 

本稿は、NPO 法人ブラストビート運営の 2012 年

度夏プログラムにおいて模擬会社「Chou Chou」を

対象に実施された全 4回のワークショップを事例

として、メンバーの年齢や経歴が多様な時、メンバ

ー間の円滑な議論を実現し、また 1人ひとりが本プ

ログラムをチャレンジの機会にするにはどのよう

なワークショップを設計・実践するべきかについて

論じるものである。 

NPO 法人ブラストビートとは「音楽×起業×社会

貢献でチャレンジする 10 代を増やします！」を理

念を掲げ、若者を対象とした 3ヶ月の実践的ビジネ

スプログラムを運営している内閣府認定 NPO 法人

である。i2003 年に社会起業家ロバート・スティー

ブンソンが始めた「BlastBeat」の活動が NHK

『ChangeMaker』(2009 年 7 月 15 日放送)で放映さ

れたことをきっかけに、2009 年に日本でも同名の

NPO が設立された。現在は年に 1～2回の頻度でプ

ログラムを運営しており、これまでの 4年間で 30

高校、4専門学校、74 大学・大学院の学生約 300 人

がプログラムに参加した実績を持っている。 

プログラムは、8～10 人で模擬会社を設立し、ビ

ジネスとして音楽イベントの開催・運営を行い、そ

の利益 25％以上を任意の団体に寄付するもので、

参加者は週1回90分のミーティングを基本として、

これらの過程を約 3ヶ月で実行することが求めら

れる。1つの模擬会社につき数名のプロボノの社会

人とプログラム経験者の学生が、メンターとして 3

か月間サポートを行う仕組みになっている。参考と

して、以下に 3か月のプログラムの概略を示す。 
 
表 1:3 か月の実践的ビジネスプログラムの概略 

月 内容 

5 月/11 月中旬 参加者によるキックオフ、運営

側によるチーム編成 

6 月/12 月 模擬会社設立、企業理念・各役

職・イベントコンセプトの決定

7月/1 月 ビジネスプランの作成、会場・

アーティスト・寄付先の決定 

8 月/2 月 イベント開催・振り返り 

 
筆者は、2012 年度夏プログラムにおいて高校生

から大学院生までの 10 名のメンバーで構成された

模擬会社「Chou Chou」の学生メンターを社会人メ

ンター2名と共に担当した。NPO 法人ブラストビー

トでは、サポート方法に関する正式なマニュアルを

作成しておらず、どのようなサポートを行うかは各

メンターの判断に任されている。 

筆者は、模擬会社「Chou Chou」のメンバーが高

校生から大学生までと年齢幅広く経歴も様々だっ

たことから、議論が年齢や経歴による権力によって

左右されることを危惧していた。また、本プログラ

ムは「チャレンジする 10 代を増やします！」とい

う NPO 法人ブラストビートの理念に基づいて運営

されているため、イベント開催への道のりはチャレ

ンジの機会であることを、メンバーにしっかりと認

識させる必要があると感じていた。そのため、模擬

会社「Chou Chou」に対してワークショップiiを実施

することにした。 

メンバーの年齢や経歴が多様な時、メンバー間の

円滑な議論を実現し、また 1人ひとりが本プログラ

ムをチャレンジの機会にするにはどのようなワー

クショップを設計・実践するべきなのか。本稿では

まず、メンバーが作成した議事録と、ワークショッ

プ実践時にメンターが個人の態度とメンバー同士

の関係性に注目して記録した手記を参考に、全 4回

のワークショップの実践結果を紹介する。その上で、

本プログラムにおけるワークショップの設計及び

実践方法の 1つのモデルを示すものである。 
 
2 ワークショップの実践結果 

2.1 第 1回 

人にはもともと「自分がその場にふさわしくない

ことを言ってしまって、笑われたり変に思われたり

したくない、という気持ちが強く」(中野民夫・堀

公俊,2009 年,48 頁) ある。メンバー同士が初対面

であることも考慮し、まずは互いの警戒心を解き、

全員が発言しやすくなることを目的としたワーク

ショップを設計した。まずチェックインiiiを行い、

「人は自分と価値観や性格、趣味などが似ている人

に好意をもつ傾向」(渋谷昌三,2013 年,132 頁)があ

ることから、ペアを組み互いの共通点を探す時間を



とった。さらに、全員の共通の関心であるイベント

のイメージについて話し合い、最後には自分自身と

全体について振り返る時間をつくった。 

第1回ワークッショップは2012年 5月 27日に実

践された。ワークショップ開始時までメンバーの大

半は黙っており、やや緊張した空気が流れていた。

チェックインでは、一部のメンバーは声が小さく、

自信がないように見受けられた。そこで、共通点探

しは制限時間 3分と目標個数 10 個を設定し、全員

が短時間で出来るだけ声を発するようにした。イベ

ントのイメージについての話し合いでは、発言する

ことへの安心感を確保するために「他者の意見を否

定しない」「話を最後まで聞く」という 2つのルー

ルを設けた。振り返りでは、メンバーから「意見を

言えた」「くだけたコミュニケーションをとれてい

て良かった」という意見があった。 

これらのことから、メンバー同士があまり親しく

ない状態では、発言することに抵抗感があり、発言

しコミュニケーションをとれたこと自体が評価の

対象になりうることが分かった。第 1回ワークショ

ップでは、話し合いの方法にルールや時間制限を設

定することで、メンバーが発言しやすい環境をつく

ることに努めた。1人ひとりに発言を求める以上に、

互いの発言の尊重を促すことが、発言への抵抗感を

小さくする第一歩であるといっていいだろう。 
 
2.2 第 2回 

本プログラムにおいて、模擬会社はビジネスを行

わなければならない。メンバーそれぞれが年齢や経

歴に捕われず率直な議論ができるようになること

と、イベントまでの計画性が求められる。そこで、

「「なあなあ」のお友達関係ではなく、適度な緊張

関係があり、それぞれの違いや多様性が問題や障害

にはならないで、新たな創造のための貴重な資材や

資源となるような場」(中野民夫・堀公俊,2009 年,45

頁)をつくることが望ましいと考えた。そこで、メ

ンバーが互いの発想の多様性を楽しみながら、イベ

ント開催までのプロセスを考えることを目的とし

たワークショップを設計した。また、チェックイン

と振り返りを継続的に行っていくことにした。 

第2回ワークッショップは2012年 5月 31日に実

践された。第 1回とは異なり、ワークショップ開始

前もメンバー同士で会話をしている様子が見受け

られた。チェックインは積極性を期待し、挙手制で

行ったところ、30 秒ほどの沈黙の末ようやく 1 人

目が手を挙げた。イベント開催までのプロセスは、

まず 1人ひとりが個別に考えた後に、全員で共有を

行った。メンバーは互いの考え方と発想の違いに驚

いていた。振り返りでは、メンバーから「自分が思

わないことが出ていた」「自分が出した意見や他人

の意見から新しく発想が出てきたりして良かった」

という発言があった。 

これらのことから、考え方や発想が人によって

様々であることはメンバーにとっての新たな発見

であったことが分かる。また、自身の意見が他メン

バーの意見が話し合いの発展に等しく貢献したと

感じていることが伺える。新たな発想を生み出すた

めの豊かな苗床として 1 人ひとりの発想が歓迎さ

れることは、メンバーが自分自身や他メンバーを必

要な存在であると自覚するために有効であるとい

えるだろう。 
 
2.3 第 3回 

第 2回ワークショップ終了後、社会人メンターか

ら、メンバー間に互いの意見への共感や理解はあっ

ても、違和感や反論を口にする場面はほとんど見ら

れないという旨の指摘があった。そこで、メンバー

が「相手を傷つけたり、自分が傷つけられるのを恐

れるあまり、どうしても曖昧な言葉で分かり合った

フリ」(中野民夫・堀公俊,2009 年,30 頁)をしてい

るのではないかと考え、模擬会社として 1つの答え

を導きだすことを要求し、その過程で反論の必要性

に気付かせることを目的としたワークショップを

設計した。具体的なテーマとして、「本当に強いチ

ームとは何か？」を設定した。 

第 3 回ワークッショップは 2012 年 6 月 7 日に実

践された。挙手制でのチェックインでは、前回とは

違うメンバーがすぐに手を挙げた。「本当に強いチ

ームとは何か？」の話し合いでは、まずメンバー1

人ひとりが「本当に強いチーム」の要素を 3つ考え、

全員に共有した。その後、模擬会社として目指すべ

きチーム像を決めるための話し合いを行った。全員

の発言数は多かったが、予想した通り互いの意見に

同意はするが反論は少なかった。そのため、結論を

出すまでに長い時間がかかった。最後の振り返りで

は「話し合いの中で段々とイメージがつかめてきた

部分がよかった」「意見がたくさん出て、議論がほ

ぼ止まらなかった」などの意見が出た。 

これらのことから、発言のしやすさは第 1回に比

べ格段に上がったが、相手の意見を尊重することに

重点が置かれすぎていることが分かる。これでは円

滑な関係性はできても、ワークショップ実施の本来

の目的である円滑な議論は実現できない。また 3か

月という本プログラムの期間を考慮した時、決定ま

での時間が長過ぎることは致命的な弱点にもなり

える。多様な意見の尊重の大切さを伝えると同時に、

議論から 1 つの答えを導きだすためには反論も不

可欠な要素であることを直接的にも伝えるべきだ

ろう。ワークショップ毎に話し合いのルールを設定

しなおすことも一つの手段として望ましいと考え

られる。 
 
2.4 第 4回 

模擬会社のメンバーは、それぞれが何らかの役職

を担当しなければならない。しかしプログラムが短



期間でのビジネスであるという特性上、より効率的

にイベント開催まで辿り着くためにメンバーが「な

れる自己」(市川伸一,2001 年,225 頁)の役職を希望

してしまう可能性がある。また第 3回ワークショッ

プの終了後、何人かのメンバーに対して希望役職を

個別に聞いたところ、興味を惹かれる役職はあるが

出来るか自信がないという意見があった。本プログ

ラムの本来の目的はイベント開催を通して「なりた

い自己」(市川伸一,2001 年,225 頁)にチャレンジす

ることである。そのため、最後のワークショップは

1人ひとりにチャレンジを促すことを目的としたワ

ークショップを設計した。具体的には、「なれる自

己」と「なりたい自己」をサッカーのポジションに

例え、その後に役職への立候補を行った。 

第4回ワークッショップは2012年 6月 11日に実

践された。チェックインでは第 1回で比較的発言の

少なかったメンバーが最初に手を挙げた。次にサッ

カーのフィールドを模造紙に描き、現状の自分がい

ると思われるポジションに名前を書いたカードを

置いた。1人ひとりの簡単な説明後、今度は自分の

理想のポジションにカードを移動した。するとメン

バーの大半が現状と理想とで違うポジションを指

定した。ここでメンターから、本プログラムをチャ

レンジの機会にして欲しいという旨を伝えた。次に、

メンバー1人ひとりが希望の役職を発表したところ、

ほぼ全員が得意な分野ではなく「興味がある」「難

しいので出来るようになりたい」などの理由を持っ

て各役職に立候補していた。また最年少のメンバー

である高校生が社長を名乗り出た。振り返りでは、

「”できるかな？”くらいにしか思わない仕事を、

出来たらやりたくないって思ってしまっていたの

で、やれるようになってもいいのではと自分に思っ

た」などの意見があった。 

これらのことから、メンバー1人ひとりの現状と

理想を視覚化することで、自信のなさを理由に躊躇

していたチャレンジへの意欲を後押しすることが

できたといえるだろう。模擬会社の目的はイベント

開催だが、メンバー1人ひとりの目的は「なれる自

己」から「なりたい自己」への成長であることを、

ワークショップの中で再度認識させることは有効

であるといえる。 
 
3「生きる力」を育むワークショップ 

3.1 ワークショップの必要性 

3 か月という短いプログラムの中で、ミーティン

グの時間を利用してメンターがワークショップを

行う必要性とは何だろうか。中野民夫はワークショ

ップの必要性について「そのテーマに関して各自が

どんな経験や思いがあってそこにつどっているの

か聴き合ったり、周辺や世界にどんな関連情報があ

るのかを共有したり、これからなにをしたいのかな

どを話し合う中で、集った人々の関係の質を深め、

チームとして取り組む共通の土台をつくるのに、ワ

ークショップはとても役に立ちます。」(中野民夫・

堀公俊,2009 年,42 頁)と述べている。 

今回ワークショップの対象とした模擬会社「Chou 

Chou」の場合、第 1回のワークショップではメンバ

ーによって発言数や積極性に偏りがあった。しかし

各回の始めに継続的にチェックインに行い、多様な

考えや発想を尊重する姿勢をメンバーに促したと

ころ、回を重ねるごとに 1人ひとりの発言数の偏り

が小さくなっていた。話し合いの中ではメンバー同

士が互いの考えや価値観に「あなたらしい」という

納得や意外性を感じたり、大学院生が高校生の発言

に共感を覚えるような場目も見受けられた。また、

メンバー1人ひとりの「なりたい自己」に着目した

ワークショップを行うことで、本プログラムが個人

を成長させるためのチャレンジの機会になり得る

ことを再認識させることができた。3か月のプログ

ラム終了後、メンバーの高校生にインタビューを行

ったところiv、「最初はメンバー同士がお互いのこ

とを全然知らなかったが、メンターが最初の方でワ

ークショップをしてくれたおかげでなんとなく道

が作れたと思う。」と語っていた。 

以上のことから、ワークショップの実施がメンバ

ー個人の自主性を促し、メンバー間の関係性を深め

ることに貢献したといえるだろう。また本プログラ

ムを自身を成長させるための機会と捉える事で、メ

ンバーにとってイベント開催が他人ごとではなく

なったといえるだろう。関係性の構築と個人のチャ

レンジへの後押しを確実に行う方法として、メンタ

ーによるワークショップの実施は必要性の高いこ

とだといえる。 
 
3.2 ワークショップの設計と実践方法 

では、ワークショップをメンバーにとってより有

意義なものにするためには、具体的にどのような設

計と実践を行うべきなのだろうか。 

全 4回のワークショップは、メンバー間の円滑な

議論を実現し、また 1人ひとりが本プログラムをチ

ャレンジの機会にすることを目的として設計され

た。前者の実現のためには、第 1回ワークショップ

で多様な意見を尊重するために 2 つのルールを設

け、第 3回ワークショップでは「本当に強いチーム

とは何か？」をテーマにした議論を行った。結果、

メンバー間のコミュニケーションを活発化するこ

とができた。しかし互いの意見への反論は少なく、

円滑な議論として成立しているかについては疑問

が残った。後者の実現については、1人ひとりが現

状と理想を視覚化するワークショップを行い、メン

ターが後押しを行う事で達成することができたと

いえるだろう。役職の立候補の際には、ほぼ全員が

出来る役職ではなくチャレンジしたい役職を挙げ

た。 

以上のことから、メンバー間に円滑な議論を実現

するためには、1人ひとりの多様な価値観を尊重す



ると同時に、ワークショップの中で話し合いと議論

の違いを明確に説明する必要性があるといえるだ

ろう。互いを理解し関係性を深めるためには、考え

方や発想の違いを否定せずに受け止めることが有

効であるといえる。しかし議論を行い模擬会社とし

て 1つの結論を出さなければならない時、同意だけ

ではなかなか結論に辿り着かない。相手への敬意が

あれば、反論も歓迎されるべき必要不可欠な要素で

あることを伝えられるよう、ワークショップの設

計・実践を行うべきだろう。また 1人ひとりにチャ

レンジを促すためには、出来ないかもしれないこと

への不安を出来るかもしれない希望が上回るよう

にしなければならない。ワークショップでは、現状

と理想を明確に表現しその間を埋めるためのプロ

セスを考える機会を設けることが有効だろう。イベ

ント開催への道のりとそれによる自身の成長をし

っかりとイメージできるようにすることで、本プロ

グラムをチャレンジの機会として 1 人ひとりが活

用できるようになると考えられる。 
 
3.3「生きる力」とは 

全 4回のワークショップの設計・実践は、メンバ

ーの意思とは関係なく、メンターが必要であると判

断したために実施された。言い換えれば、メンター

が実現したい状況を作り出したといっても過言で

はない。では全 4回のワークショップを通して、メ

ンバーが得たものはいったい何なのだろうか。 

模擬会社「Chou Chou」のメンバーは年齢も経歴

も幅広く、1人ひとりが違う目的を持ってこのプロ

グラムに参加していた。普段の学生生活においては、

このようなメンバーが一堂に会すること自体が稀

である。慣れない相手とすぐにコミュニケーション

を取ることに難しさを感じるのも無理はない。しか

し社会という大きな枠組みでみれば、そこには様々

な国籍、言語、宗教を持った人々が共存している。

つまり、模擬会社という集まりは学生にとっては非

日常だが、実は社会の縮図であると行っても過言で

はないのだ。イベントを開催するという目的もビジ

ネスであることを考えれば、実際に社会人が行って

いることと何ら変わりはない。自身の理想を持ち、

近づく術を考えることも、人生における自己実現の

ために必要不可欠なことである。 

全 4回のワークショップでメンバーが得られた

ものは、決して本プログラムを有意義にするためだ

けの能力ではない。ワークショップを通して鍛えた、

自身の考えを表現し、同時に多様な価値観を受け入

れ、限られた時間の中で目的の達成に向けてチャレ

ンジしていく力は、社会でも十分に通用するもので

ある。一過性の力ではなく、このように今後の 1人

ひとりの人生の糧になるような能力を「生きる力」

と名付けたい。 
 

4 おわりに 

全 4回のワークショップを事例として、メンバー

間の円滑な議論の実現と、1人ひとりが本プログラ

ムをチャレンジの機会にするにはどのようなワー

クショップを設計・実践するべきなのかについて検

討を行った。 

模擬会社「Chou Chou」のメンバーは年齢や経歴

が幅広く、考え方も様々だったが、ワークショップ

を通じて 1人ひとりの発言に等しく価値があるこ

とに気づくことができた。また、自身を成長させる

ためのチャレンジに対して前向きな姿勢を持つよ

うになった。 

ワークショップを設計・実践するにあたり、メン

ターが考えるべきは模擬会社としてのまとまりを

つくることと、メンバー1人ひとりの成長を支援す

ることの 2点であるといえるだろう。模擬会社とし

てのまとまりをつくるためには、メンバーが互いを

認め合うことと、同意も反論もある議論を実現する

ことに努めるべきである。メンバー1人ひとりの成

長を支援するためには、自身について振り返ること

で現状と理想を表現する機会を設け、チャレンジへ

の後押しをするべきである。 

ワークショップでメンバーが得た、多様な価値観

の中で新たな発想を生み出していく力。そして限ら

れた時間の中で自身を成長させるためにチャレン

ジをする力は、社会を生きていく上で必要不可欠な

能力である。多種多様な人々が生きるこの社会で、

様々な問題の中でも自分らしく生きる力として十

分に機能するものであるといえるだろう。 
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Abstract 
   This paper examines different categories of factors 
that may affect the academic achievement of foreign 
children attending compulsory education in Japan. 
Using micro data from a web-based survey, tested 
variables are separated into categories to observe 
factors that may drive children of foreign origin to 
perform better or worse than their peers. Ordinary 
Least Square (OLS) outputs show significant 
relationships between home environment and a child’s 
mathematical class standing. 
1. Introduction 
   Increasing globalization and the resultant 
cross-border movement of individuals is not a new 
concept for many countries, and Japan is no exception. 
The 2010 National Census reported 211,333 foreign 
youth under the age of 19 residing in Japan showing the 
increasing number of foreign residents arriving in Japan 
each This surge of youth into the Japanese education 
system raises certain societal issues and a need for 
policy review and adaptation.  
   Many issues have surfaced with regard to foreign 
children, including low enrollment rates and difficulties 
in educational attainment. According to a 2010 survey 
by the Ministry of Foreign affairs, of the 74,214 students 
currently enrolled in Japanese public schools, 28,551 
experience difficulty keeping up with school work and 
require Japanese language support. Inoue (2006) pointed 
out that majority of teachers have the required skills to 
teach Japanese students but are not prepared to instruct 
foreign students with limited Japanese abilities. 
Sekiguchi (2005) acknowledged the difficulties of 
educational attainment faced by Brazilian youth and the 
danger of a downward spiral to a lower socio-economic 
status than that of their parents. It is important to note 
that the various issues currently facing foreign children 
not only affect the foreign population but in the long run, 
may also have repercussions on Japanese society as a 
whole. 
2. Literature Review 
Research on determinants of educational outcome 
   Recent research has found that educational outcomes 
for immigrant children are strongly correlated with that 
of their parents (Dustman et al 2011). In nations such as 
Australia, USA and Canada, if a parent has high 
educational attainment, their child will also achieve 

highly. However, if immigrants have lower level of 
education than natives, then their children will perform 
significantly worse.  
   In Ogbu’s (1989) analysis of Chinese-Americans in 
Oakland, California, he found that despite cultural and 
language differences and relatively low economic status, 
these children had high GPAs, which were attributed to 
high values on education within a child’s family and 
community. Similarly, Gibson (1989) and Caplan et al 
(1989) found that both Punjabi and Indo-chinese 
immigrants achieve educational success despite their 
low economic status. In both cases such high academic 
achievement was attributed to community and family 
values.  
Literature concerning foreign students in Japan 
   Various studies have been conducted in Japan on 
particular ethnic groups and regions. Sekiguchi and 
Miyamoto (2003) conducted surveys and observed the 
educational aspirations of native and foreign students 
attending public schools in Himeji. The study showed 
that Vietnamese and Brazilian students have limited 
personal educational aspirations compared with that of 
their native peers. Ogawa (2010), among others, pointed 
to the mono-cultural characteristics of current Japanese 
schools and the lack of a system supporting the 
education of foreign children. Through an analysis of 
census data, Yoshimi (2008) reported that the school 
enrollment of immigrant children in Japan is related to 
human, social, and regional capital.  
   There is a lack of data concerning educational 
achievements of foreign children in Japan, resulting in 
limited cases of quantitative research. Overall, current 
literature on the education of foreign children in Japan is 
mainly qualitative analyses of specific regions and 
groups. Since most of the studies are based on 
interviews from those in specific local regions or on 
particular ethnic groups, there is a lack of generalizable 
research of trends within the population.  
3. Research question  
   Which factors affect mathematical achievement 
based on the following categories: home environment, a 
child’s individual characteristics, school characteristics, 
parental expectations, and national identification? 
   As stated above, Japan lacks quantitative research on 
foreign children and their educational achievement. This 
study observes characteristics of foreign children and 



their effects on educational achievement across both 
region and race, creating a more general sample for 
analysis. Previous studies in Japan have observed the 
effects of school enrollment; therefore, this analysis 
attempts to analyze variables such as school 
characteristics that cannot be observed directly for 
children who do not attend school. 
4. Analytical Framework 
   An Ordinary Least Square (OLS) regression model 
was used to determine the association between academic 
achievement measured by mathematics class standing of 
children and sets of factors. These sets included home 
environment, personal characteristics of the child, 
school characteristics, extracurricular activities, parental 
expectations, and cultural identification factors. The 
general equation is as follows: 

 
Yi = a + HEib + CCic + SCid + PEif + IDig + ui 

 

   The sample represents 483 children attending 
elementary or middle school in Japan. The above model 
was segmented and observed through four steps. HEi 
represents the vector of home environment 
characteristics, including variables such as parents’ level 
of completed education, country of origin, and income. 
CCi and SCi were added in the next model, representing 
the individual characteristics of a child (oldest child of 
responding parent) and school characteristics, 
respectively. These models allowed for the observation 
of pre-determined characteristics. The third model 
observed PEi, parental expectations, to further analyze 
the home environment. Finally, the fourth model 
included IDi, to represent parent and child national 
identification variables. 
5. Data and Variables 

Data used in this analysis were collected through a 
web-based survey in Japan called the 
Second-Generation Migrant Survey in August, 20121. 
The research company that conducted this survey 
specializes in immigrant communities and has a large 
number of foreign monitors. 

The sample was collected based on the National 
Census distribution of parents’ educational attainment. 
Respondents included foreign residents in Japan with 
children between the ages of 6 and 15 years. This 
sample identified four major immigrant groups in Japan: 
Chinese, Koreans, South Americans, and Westerners 
from English-speaking, Anglo-Saxon nations, i.e., USA, 
UK, Canada, Australia and New Zealand. According to 
the Ministry of Justice, these four groups constitute 
more than 85% of the foreign population in Japan. Of 
them, approximately 650,000 are Chinese, 500,000 are 
Korean, 250,000 are South American (Brazilian and 
Peruvian), and 50,000 are Western (USA) nationals 
(Ministry of Justice, 2012b). For the purpose of this 

                                                 
1 Data used in this analysis were collected by a research 
group led by Professor Ayumi Takenaka, Oxford Univ. I 
appreciate Professor Takenaka and her colleagues for 
giving me the permissions to use this dataset. 

analysis, the collected sample (N = 623) was equally 
distributed among the four ethnic groups. To control 
regional differences, data were collected from residents 
of the Kanto metropolitan area, Nagoya, and Osaka. To 
observe the effects of school environment, 145 children 
who did not attend school were excluded from the 
analysis. In total, a sample of 483 respondents was 
analyzed using the final model. This sample consisted of 
124 Chinese (25.6%), 100 Korean (20.7%), 150 South 
American (31%), and 109 Western (22.5%). 
Dependent Variable: mathematics class standing of the 
eldest child of respondents 
Mathematics class standing was chosen over Japanese 
class standing to eliminate language ability bias. 
Respondents were asked to rate their child on a scale 
ranging from 1 (toward the top of the class) to 5 (toward 
the bottom of the class). Because only 7 respondents 
answered “toward the bottom,” the grades were 
re-scaled to a four-point scale: 4 = approximately 
toward the bottom of the class (21.5%), 3 = around the 
middle of the class (25.4%), 2 = approximately toward 
the top of the class (40.9%), and 1 = toward the top of 
the class (12%). Grading, let alone a parent’s 
self-reported achievement of their child, is highly 
subjective and may not be indicative of the actual state 
of a child’s academic standing. However, observing a 
parent’s perceived class standing of their child provided 
insight into what drives children to do better or worse 
than their peers 
School characteristics 
A set of variables was then included to test school 
characteristics. A dummy variable for public school 
(national and public) enrollment was included to test 
general government-run schools against others, 
including international schools, foreign language 
schools, and Japanese private schools. 
Questions concerning national identity 
Questions in the survey regarding the national identity 
of the responding parent and the child were included in 
model four. These answers range from 0 to 4. 
6. Results 

The relationship between a father’s level of 
educational attainment and a child’s mathematics class 
standing can be observed showing a similar effect, with 
a similar magnitude as a university degree. In terms of a 
parent’s Japanese language ability, the results showed a 
negative relationship between mother’s level of 
Japanese verbal ability and mathematics class standing. 

By adding models 3 and 4 to include parental 
expectations and national identification variables, we 
can see that mother’s Japanese verbal ability loses its 
significance. However, other variables, such as a 
parent’s desire for their child to complete education in 
Japan and how accepted a child feels by Japanese people, 
have a negative relationship with mathematics grades. 
“Parent wants child to complete education in Japan” is 
either “yes” or “no (completion of compulsory 
education in native country)”, since there is a negative 
relationship between this variable and mathematical 
class standing, the result implies that the responding 



 
parent assumes their stay in Japan to be temporary.  

Simultaneously, the statistical significance of 
variables such as a parent’s belief that foreigners should 
take a progressive stance in interacting with the 
Japanese community and a child’s inability to preserve 
the culture and identity of his nation of origin are 
seemingly controversial to earlier results. However, a 
child ridding himself of distinctive cultural 
characteristics can be perceived as the natural reaction 
of a child trying to create a positive relationship with 
his/her peers. Moreover, although parents may not plan 
to keep their child in the Japanese school system, they 
may take an active stance in interaction with the 
Japanese community. Parents who choose to interact and 
create a relationship with their local community during 

the limited stay in Japan may create a nurturing 
environment for a child’s academic growth. 

Another important and significant variable is 
whether or not a child’s school offers extra Japanese 
lessons. Because the reference variable consists of 
respondents who answered that they do not know 
whether or not their child’s school offers such classes, 
we can infer that both those who responded “yes” and 
those who responded “no” are more involved in their 
child’s education. As observed previously, parental 
factors have a significant relationship with a child’s 
mathematics class standing, and thus we can infer that 
those who responded “no” do well despite their school 
environment.  

Overall, we can infer that a positive home 

Model 1 2 3 4

Coef. t Coef. t Coef. t Coef. t

Father's birth year -0.069 -0.953 -0.048 -0.658 -0.051 -0.708 -0.052 -0.73

Mother's birth year -0.032 -0.441 0 -0.002 0.003 0.043 0.005 0.07

Father's years in Japan 0.033 0.757 0.048 1.018 0.048 1.028 0.038 0.819

Mother's years in Japan -0.023 -0.516 0.007 0.136 0.006 0.126 0.013 0.281

High School 0.103
†

1.771 0.1
†

1.731 0.093
†

1.606 0.073 1.277

University 0.188
*

2.427 0.17 * 2.215 0.156
*

2.033 0.139
†

1.836

Graduate School 0.126
*

2.034 0.11
†

1.788 0.09
†

1.467 0.083 1.371

High School 0.054 0.816 0.056 0.844 0.154 0.747 0.041 0.643

University 0.145 † 1.656 0.136 1.561 -0.058 1.285 0.109 1.279

Graduate School 0.084 1.514 0.093 † 1.687 -0.076 1.461 0.096 † 1.781

Yearly household income 0.168 *** 3.457 0.16 *** 3.317 -0.269 ** 3.19 0.141 ** 2.991

Part-time Employment (Y=1, N=0) -0.052 -1.302 -0.056 -1.399 -0.026 -1.454 -0.056 -1.433

Mother's Japanese verbal abiliy (0-3) -0.083 * -2.021 -0.082 * -1.986 -0.274 † -1.857 -0.048 -1.197

Origin (ref: Korean)

Western -0.266 *** -5.183 -0.25 *** -0.269 0.154 *** -5.107 -0.265 *** -5.056

Chinese -0.03 -0.61 -0.017 -0.026 -0.058 -0.498 -0.026 -0.477

South American -0.281 *** -3.886 -0.26 *** -0.274 -0.076 *** -3.514 -0.275 *** -3.439

Child's gender 0.008 0.212 -0.005 -0.138 -0.006 -0.167

Child's birth Year -0.068 -1.3 -0.061 -1.171 -0.06 -1.169

Child born in Japan -0.046 -0.884 -0.038 -0.734 -0.037 -0.727

Attends public School -0.033 -0.769 -0.02 -0.476 -0.042 -0.996

Yes -0.066 -1.49 -0.071 -1.553 -0.074 † -1.649

No 0.101 ** 2.214 0.115 ** 2.518 0.117 ** 2.609

0.074 1.364 0.077 1.446

-0.145 -2.612 -0.164 ** -3.008

0.058 1.451 0.06 1.543

Identity/values (0-4)
-0.065 -1.459

0.12 ** 2.872

-0.138 ** -3.191

-0.09 * -2.174

R-squared 0.32 0.335 0.343 0.376

Dependent Variable: Math Grades (1-4 Scale)

*** p < 0.001, ** p < 0.01, * p < 0.05, † p < 0.1

Parents hopes of child's educational attainment

Parent wants child to continue Japanese schooling

Participates in physical extra-curricular activities

Parent feels at home with Japanese people

Child feels accepted as a member of Japanese society

Parent believes that foreigners should interact actively with the Japanese community

Child keeps the culture and identity of their country of origin

Father's completed education (ref: Middle School)

Mother's completed education (ref: Middle School)

Schools offer Japanese support classes (ref: don't know)



environment is important for the educational 
achievement of a child within the ages of compulsory 
education, and that these effects are resilient over other, 
potentially hindering aspects of school and society. 
7. Conclusion 
Policy Implications 
   Throughout this analysis we have observed the 
significant impact of home environment on a child’s 
academic achievement. Currently, the MEXT has 
focused on the implementation of Japanese language 
learning programs for children who do not speak 
Japanese as a first language. While language 
development is important to help a child become 
accustomed to school, policies that address parent and 
community involvement to increase and nurture positive 
interactions between Japanese and non-Japanese 
students, may create school environments that are more 
accepting of diversity and effective in the education of 
foreign children. While efforts from both parents of 
children and their schools must be met half way, bellow 
is a few suggestions for schools. 
Creation of an open network between parents  
When a parent is new to a country and is unfamiliar with 
both language and customs, it can be difficult to become 
actively involved with their child’s academic life. An 
inclusive network of parents and faculty members that 
can reach out to new parents and familiarize them with 
the schools systems may be effective in creating a 
comfortable and supportive environment for students. 
Supportive communication system between school 
and families 
MEXT has stated the importance of extra language 
support classes for students who do not speak Japanese 
as a first language. However, through the conducted 
survey, 49% of responding parents answered that they 
are not aware whether or not their child’s school offers 
support classes. Although parents have a responsibility 
to find out for themselves what resources are available, 
this statistic may indicate that these programs are not 
being well communicated to those who need them. 
Buddy system and peer tutors 
A system where a new student is assigned a peer as a 
“buddy” is popular for schools with mobile student 
bodies. By making this available to all new students and 
also encouraging students to volunteer as peer tutors can 
teach students on both ends to be flexible and aware of 
the diverse needs of their peers. 
Concerns and future agenda 
   The main concern of this analysis is that it does not 
explain causal factors of a child’s non-participation in 
schooling. This survey collected 624 samples, of which 
approximately 180 responded that they do not attend 
school. I hope to extend this analysis to observe the 
determinants of school attendance and the aspects of 
school that are most likely to cause a child to drop out. 
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1 はじめに 

 本論文は、日本のように、第二外国語として英語

を習得する環境下において、どのような社会的要因

によって、国民の英語力が決定されるのかを計量経

済学的手法を用いて解明することを目的としてい

る。 

 近年、日本の教育政策において、国民の英語力の

向上の重要性が指摘されている。自民党政権におい

ても「教育の３本の矢」の一柱として英語教育の抜

本改革が掲げられている。施策の内容は国公立大学

の受験資格や卒業要件として、民間の英語能力テス

ト「TOEFL」などで一定以上の成績を収めることを

定める、といったものである。しかし、こうした標

準テストにおける日本人の英語力は、諸外国と比較

しても低いうえに、どのような社会的環境が国民の

英語力を底上げするのかについては、はっきりとし

たエビデンスが得られているとは言いがたい。国レ

ベルでの英語力の決定要因を分析することは、今後

の日本における英語教育のあり方を考える上で非

常に有益であると考えられる。 

 そこで本論文では、英語能力の代理変数として

TOEFL の平均点を用い、約４０カ国におけるクロス

カントリーレベルでの分析を行なった。その結果、

先行研究で述べられていた言語的要因加えて、海外

から来る旅行者の数・インターネット利用率・国内

上場企業の市場価値といった社会的要因が、英語能

力に影響を与えることが分かった。また事前の予想

に反し、移民比率・外資の流入率・自国に有力な大

学があるか、といった変数は影響しないという結果

となった。 

 本論文は以下のように進めていく。第 2章では英

語能力の決定要因分析に関する先行研究を検討す

る。第 3章では分析で用いるデータの検討を行なう。

第 4章では推計式を立てるとともに、仮説を組み立

てる。第 5章では推計結果とその解釈について述べ

ている。第 6章では本研究を結論づけ、提言を行な

っている。 

 

 

 

2 先行研究検討 
 本項では英語能力の決定要因に関する先行研究

を検討する。この分野において Snow(1998)が最も

古い研究であり、英語能力の要因分析を国別のクロ

スセクションで行ったものである。Snow(1998)では

２６カ国の TOEFL のスコアを被説明変数として用

いて推計を行なっている。ここでは英語能力に影響

を与える要因を、言語的な要因と社会的な要因の２

つに分けて考えている。説明変数には、言語的な要

因として話者言語と英語との親和性を示した指数

(IHRE)、社会的な要因として国民一人あたり GDP、

GDP 中の輸出額の割合を用いている。また国ごとの

TOEFL 受験者数の違いをコントロールするために総

人口中の TOEFL 受験者数を説明変数として用いて

いる。これらの変数それぞれにおいて、１％、５％

水準で統計的に有意であるという結果を得ている。

したがって本論文では国民一人あたり GDP、GDP 中

の輸出額の割合、英語と話者言語の親和性が英語能

力(TOEFL のスコア)に影響を与えるということが実

証的に明らかになった。 

 本論文の先行研究である、Kim and Lee(2010)で

は、６０カ国のデータを用い、TOEFL のスコアの決

定要因を分析している。この研究では言語的な要因

としては、母国語と英語との親和性および母国語と

英語の語順の類似性、という２つが TOEFL スコアに

大きく影響を与えていることが示されている。他方、

社会的要因としては、就学年数と、国のグローバル

化をあらわす指標 (KOF index)という２つが大き

な影響を与えていることも明らかになっている。以

上の先行研究では、言語的要因についての分析は十

分になされているが、社会的要因に関してはグロー

バル化度といった抽象的な要因のみで説明されて

おり、最近のインターネット環境、海外旅行の増加、

産業構造の変化などといった要因が十分に反映さ

れていないという問題がある。したがって、本論文

のリサーチクエスチョンは「英語が第二外国語であ

るような国において、どのような社会的要因によっ

て英語力が決定されるのか」ということである。 

 

 

 



3 データ 
TOEFL SCORE (SCORE). 公用語が一つしかない国約

40 カ国の TOEFL スコアを用いる。年次については

データが利用可能である中で最新の 2004/2005 年

のものを用いる。 

 

Historical affinity(AFFINITY).話者言語と英語

との相対的な距離を示した Historical Affinity 

Value(HAV)を用いる。これはインド・ヨーロッパ語

族に属さない言語を 0とし、最も英語に近い言語で

ある西ドイツ語族を 9とした指数である。 

 

GDP per capita (GDPPC).  ある一国におけるすべ

ての英語教育の質の代理変数として、国民一人あた

り GDP を使用する。一般的に収入が多い国のほうが

外国語教育施設の質や外国語教師の質が高いはず

である。したがって、GDP per capita は TOEFL の

スコアと回帰した場合、係数はプラスになるだろう。

該当するデータは世界銀行の World Development 

Indicators より入手した。自然対数の形で出力さ

れている。 

 

Expected years of schooling(SCHOOLING).推定就

学年数を、ある一国における英語教育の量の代理変

数をして使用する。英語教育の年数や英語を学び始

める年齢が使用出来ればより良いのだが、そういっ

たデータは入手することができなかった。他の要因

が同じならば、SCHOOLING は TOEFL のスコアと回帰

した場合、係数はプラスになるだろう。推定就学年

数のデータは UNESCO Institute for Statistics 

(UIS)より入手し、自然対数の形で出力されている. 

 

Export share of GDP(EXPORT). 財・サービスの輸

出額の GDP 中の割合を用いる。この変数は人々が日

常的に英語に触れる機会の量、或いはその国におけ

る英語の重要性を示す代理変数として用いる。国際

貿易の多くは英語で行われているため、この数値が

高いほど英語の重要度が高いといえるだろう。また、

その国において国際貿易に関わる職務が多いなら

ば、第 2言語として英語を学ぶ大きなインセンティ

ブとなり得るだろう。該当するデータは世界銀行の

WDI online data より入手した。 

 

Number of inbound international travelers 

(INBOUND).海外から来た旅行者の数をその国の総

人口で割ったものを％で表し、それを説明変数とし

て用いる。これは EXPORT と同様の毎日の英語に触

れる機会の量、英語の重要度の代理変数として利用

される。ある国の人々にとって、自分の国に来る外

国人旅行者が多ければ多いほど、日常的に英語に触

れる機会が増え、英語の重要度が上がると言えるだ

ろう。該当するデータは世界銀行の WDI online data

より入手した。 

 

Number of internet users (INTERNET).３つ目の英

語に触れる機会の量、英語の重要度の代理変数とし

て用いる。この変数は総人口あたりのインターネッ

ト利用者数の割合で構成されている。2001 年 8 月

の時点での英語のウェブページの割合は 50%程度で

ある。国民がインターネットを多く使う場合、英語

に触れる機会が増える可能性が高い。 

 この変数は英語教育の量としての代理変数の役

割も一部担っている。何故なら、最近ではインター

ネット上に英語教育の教材が多くあり、インターネ

ットが利用できるだけでそれらにアクセスできる

からである。該当するデータは世界銀行の WDI 

online data より入手した。 

 

International migrant stock(MIGRANT).英語の重

要度の代理変数として用いる。自国以外から来た人

が多く住んでいる場合、英語に触れる機会が増える

可能性は高いだろう。該当するデータは世界銀行の

WDI online data より入手した。 

 

Foreign direct investment(INVESTMENT). 5 つ目

の英語に触れる機会の量、英語の重要度の代理変数

として用いる。この変数は GDP 中の外資の流入して

いる割合で構成されている。外資の比率が高いほど、

外国の企業が多いと考えられるので、英語に触れる

機会あるいは、その国の人にとっての英語の重要度

が高まるだろう。該当するデータは世界銀行の WDI 

online data より入手した。 

 

Market capitalization of domestic 

companies(DOMESTIC). 6 つ目の英語に触れる機会

の量、英語の重要度の代理変数である。この変数は

GDP 中の国内企業の市場価値の割合で構成されてい

る。国内企業の市場価値が高ければ高いほど、国内

に有力な企業があるということになり、その国の人

にとって英語が重要ではなくなる可能性があるだ

ろう。したがって、この変数は TOEFL スコアにマイ

ナスの影響を与えると考えられる。該当するデータ

は世界銀行の WDI online data より入手した。 

 

World university ranking (UNIVERSITY). ７つ目

の英語に触れる機会の量、英語の重要度の代理変数

として用いる。大学ランキング１００以内に自国の

大学がある国は 1、ない国は 0のダミー変数である。

国内に有力な大学があるということは、高等教育を

母国語で受けることができるということである。そ

のためこの変数は TOEFL スコアにマイナスの影響

を与えると推測される。該当するデータは QS World 

University Rankings から引用し、筆者が変数を

作成した。 

 

 



Table 1 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
***は 1%水準、**は 5%水準、*は 10%水準での有意を、()内は標準誤差を表す。 

 

Colonial experience by English-speaking 

countries(ExColony).過去に植民地化されている

かどうかの変数を用いる。 一般的にある国が植民

地化されると、その国の政治、経済、文化、教育、

言語などの様々なシステムが大きく変化するだろ

う。したがって、主要言語が英語の国に植民地化さ

れた国は、英語を話す国のシステムを多く引き受け

ることになる。したがって、国が過去に植民地化さ

れている場合英語能力にプラスの影響を与えると

推測できる。該当データは CEPII website から入

手した。 

 

Percentage of population taking the TOEFL 

(PerPop). その国において、TOEFL 受験者の割合

が少なければ少ないほど、TOEFL のスコアは上がる

と考えられる。 

 

4 推計モデル 
 前項の内容から TOEFL スコアの推計式は以下の

ようになる。 
  

SCORE ൌ ܻܶܫܰܫܨܨܣଵߚ  ൅ ߚଶܵܩܰܫܮܱܱܪܥ ൅ ߚଷܥܲܲܦܩ
൅ ߚସܦܷܱܰܤܰܫ ൅ ܶܧܴܰܧܶܰܫହߚ
൅ ߚ଺ܴܱܶܲܺܧ ൅ ܶܰܣܴܩܫܯ଻ߚ
൅ ܶܰܧܯܶܵܧܸܰܫ଼ߚ ൅ ܥܫܶܵܧܯܱܦଽߚ
൅ ܻܶܫܴܵܧܸܫଵ଴ܷܰߚ ൅ ݕ݊݋݈݋ܥݔܧଵଵߚ
൅ ݌݋ܲݎଵଶܲ݁ߚ ൅ ߙ ൅  ߝ

 
 仮説としてはߚଽ、ߚଵ଴、ߚଵଶ以外の係数はプラスに

なると考えられる。ߚଽ、ߚଵ଴、ߚଵଶの３つの係数はマ

イナスになるだろう。また時間によって変化する説

明変数である GDPPC は、Kim and Lee(2010)になら

い 2000-2004 年の平均の値を用いている。したがっ

て、英語教育の質の代理変数である GDPPC は TOEFL

スコアにプラスの影響を与えるということになる

だろう。 

  

 

 

SCHOOLING 、 EXPORT 、 INBOUND 、 INTERNET 、

COMMUNICATION、MIGRANT、INVESTMENT、DOMESTIC、

UNIVERSITY に関しては 2004 年のデータを用いてい

る。GDPPC と同様にある期間の平均を取るべきだと

考える人もいるかもしれないが、Kim and Lee(2010)

にならい、これらの変数に関しては平均を取らない

ことにした。何故なら、これらの変数は TOEFL を受

験する時期において、その国の人々が日常的にどれ

だけ英語に触れられるかを表した変数だからだ。 

 
5 推計結果 
 
 最小二乗法の結果については Table 4 に記載した。

列(1)はすべての説明変数を入れたモデルである。

まずモデルの説明力を見てみると、R2 = 0.711 なの

でこのモデルは44カ国におけるTOEFLスコアの71%

を説明できているということになる。個別の変数を

見ていくと、AFFINITY が 1%水準で有意であり、係

数はプラスであると推計された。したがって、他の

要因と一定とすると、話者言語と英語との距離が近

いほどスコアが高くなるということになる。 

 社会的な要因を見ていくと、Snow(1998)とは違い

GDPPC は有意ではなく、係数もマイナスになってい

る。日常的に英語に触れる機会の量を表す変数では、

INBOUND、INTERNET が 5%水準で有意であり、係数も

非常に大きなプラスの値となっている。また、

DOMESTIC が 5%水準で有意であり、係数はマイナス

であると推計された。EXPORT、MIGRANT に関しては

仮説では、係数がプラスになるということだったが、

実際にはマイナスであり有意にはなっていない。

INVESTMENT や UNIVESITY では仮説通り、前者の係

数はプラス、後者の係数はマイナスとなったが、統

計的に有意にはなっていない。ExColony は 10%水準

で有意であり、係数はプラスとなっている。PerPop

は仮説通り、係数はマイナスとなっているが有意に

AFFINITY 2.191 *** (3.26) 2.7475 *** (4.34) 2.382 *** (3.05)
SCHOOLING 0.336 (0.02) - 40.615 ** (2.23)
GDPPC -0.934 (-0.63) 0.081 (0.054) 0.082 (0.05)
INBOUND 0.111 ** (2.32) 0.1568 *** (3.50) - -
INTERNET 0.310 ** (2.50) - - -
EXPORT -0.002 (-0.02) 0.0626 (0.57) 0.098 (0.83)
MIGRANT -0.412 (-1.55) -0.578 ** (-2.07) -0.287 (-1.01)
INVESTMENT 1.172 (1.48) 1.3531 (1.61) 1.001 (1.09)
DOMESTIC -0.129 ** (-2.16) -0.069 (-1.16) -0.096 (-1.46)
UNIVERSITY -1.684 (-0.32) -0.809 (-0.15) 3.978 (0.68)
ExColony 15.298 * (1.80) 11.751 (1.30) 10.737 (1.09)
PerPop -84.743 (-1.28) -7.029 (-0.12) -90.882 (-1.28)
CONSTANT 218.133 *** (4.88) 208.21 *** (15.43) 110.509 *** (2.72)
Obsavations 44 - 44 - 44 -
R2 0.711 - 0.643 - 0.574 -

(1) (2) (3)



はなっていない。 

 各説明変数についての解釈を行なっていく。まず

AFFINITY に関しては Kim and Lee(2010)と同様の結

果がでており、話者言語と英語との親和性が高けれ

ば高いほどスコアが高いということになる。 

 社会的な要因では SCHOOLING は(1)モデルでは統

計的に有意ではないが、(3)のモデルでは 10%水準

で有意となっているので、robust ではないが相関

があるということになる。GDPPC は(1)モデル、(2)

モデルの両方で有意になっていないため、TOEFL の

スコアとは関係がないということが分かった。

Snow(1998)とは異なる結果であるが、これは 1997

年から 2004 年の変遷により、各国の経済水準が向

上し英語教育以外のものに投資をするようになっ

たため、相対的に英語教育の割合が下がったと解釈

ができるだろう。INBOUND、INTERNET に関しては、

両方プラスの係数になっており、これらの日常的に

英語に接する量というのは重要だということが分

かった。EXPORT は仮説とは違い、係数がマイナス

となっているが(2)(3)の両方のモデルにおいては

プラスになっているため、係数同士の相関によるも

のだろう。統計的には有意ではない。MIGRANT につ

いても仮説とは違い、係数がマイナスとなっている。

これは EFL 環境下にある国では移民が英語話者で

はなく、他の言語を話していることが要因だと考え

られる。DOMESTIC に関しては、国内の企業の市場

価値が高ければ高いほど、スコアが下がるというこ

となので、国内に有力な企業がある場合英語学習の

動機が小さくなるという解釈ができるだろう。或い

は、国内に有力な企業がない場合外国で就職するた

めに英語を学ぼうとするということも言えるだろ

う。UNIVERSITY は仮説通りマイナスとなっている

が、統計的に有意にはなっていない。ExColony は

過去に英語圏の国の植民地になったかどうかであ

るが、係数の値がプラスであり非常に大きいので、

植民地化されると国民が英語に触れる機会が増え、

それが英語能力を向上させるのだろう。PerPop は

非常に大きなマイナスの係数となっているが、有意

ではない。Snow(1998)においてはこの変数は有意だ

ったが、今回は有意ではない。この理由としては、

約 10 年間において世界全体の経済水準が高まり、

TOEFL を受験するコストが相対的に下がったため、

受験者数が増えたからだと考えられる。 

 
6 結論 
 本研究は「英語が第二外国語であるような国にお

いて、どのような社会的要因によって英語力が決定

されるのか」を実証的に分析することを目的とし、

英語能力の代理変数として TOEFL の平均点を用い、

約４０カ国におけるクロスカントリーレベルでの

分析を行なったものである。その結果、先行研究で

述べられていた言語的要因加えて、海外から来る旅

行者の数・インターネット利用率・国内上場企業の

市場価値といった社会的要因が、英語能力に影響を

与えることが分かった。また事前の予想に反し、移

民比率・外資の流入率・自国に有力な大学があるか、

といった変数は影響しないという結果となった。 

 推定結果から示されるのは、第一に英語の習熟に

は話者言語との関係が非常に大きな影響を与えて

いるということである。これを英語学習者は自覚し、

自分が望む英語の能力にはどれだけのコストがか

かるのかということを念頭に置いた上で学習へ励

むことが重要である。第二に英語学習者は社会的な

要因から少なからぬ影響を受けているということ

である。外国人旅行者の数や国内に有力な企業があ

るかどうか、ということによって英語能力はある程

度決定されている。それに対して自覚的になること

が望む英語能力を手に入れることにつながるだろ

う。 
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1 はじめに 

 私たちは選択科目「臨床看護実践（海外）」を履

修し、アメリカ・ミネソタ州ロチェスター市にある

Mayo Clinic にて、2013 年 8 月 10 日~24 日まで約 2

週間実習を行った。この科目は、Mayo Clinic の理

念である“The needs of the patient come first.” が臨

床現場でどのように実現されているのか、そこにか

かわるナースに必要とされる専門的知識・技術・態

度等について見学し、ナースや学生間でディスカッ

ションし、理解を深めることを目的としている。実

習で学んだことを基に、日本の医療の質を高めるた

めの看護職のあり方とシステム構築について考察

したことを発表したい。 

 

２ 日本とアメリカの医療の比較 

 表 1 の日米比較から、以下 5点について日本とア

メリカの医療の特徴的な違いを示す。 

2-1 病床数 
 人口千人当たりの病床数では、日本は 13.6 床、

アメリカは 3.1 床で、人口当たりの病床数は日本の

方が多い。 

2-2 医療費 
 日本の一人当たりの医療費は 3035 ドルに対し、

アメリカは 8233 ドルで、一人が支払う医療費は日

本の方が少ない。また、総医療費の対 GDP 比では

アメリカは OECD 加盟国内で一位であり、国内総生

産における医療費の占める割合が最も大きい。 

2-3 看護職員 
 人口千人当たりの看護職員数は日本もアメリカ

も変わらないが、病床百床当たりにおける看護職員

数は日本が 74.8、アメリカが 350.8 とアメリカの

方が病床数に対する看護職員の充実が図られてい

る。 

2-4 平均在院日数 
 平均在院日数では日本が 32.5 日、アメリカが 6.2

日と日本よりも入院の短縮化が進められている。 

2-5 アメリカの医療保険 
 日本は国民皆保険制度により自己負担率に差は

あるが、最高でも 3割である。一方でアメリカの医

療保障制度は、65 歳以上の高齢者及び障害者を対

象とするメディケアと一定の条件を満たす低所得

者を対象とするメディケイドが社会保険として存

在するが、その他は民間部門の保険が医療費の負担

という役割を果たしている。 

 

表 1：医療分野についての日米比較（2010 年）i 

 日本 アメリカ 

総病床数 

（人口千人当たり） 
13.6 3.1 

急性期医療病床数

（人口千人当たり） 
8.1 2.6 

臨床看護職員数 

（人口千人当たり） 
10.1 11.0 

臨床看護職員数 

（病床百床当たり） 
74.3 350.8 

平均在院日数 32.5 6.2 

平均在院日数 

（急性期） 
18.2 5.4 

一人当たり医療費 

（米ドル） 
3,035 8,233 

総医療費の対 GDP比

（％） 
9.5 17.6 

OECD 加盟諸国での

順位 
16 1 

 

３ アメリカ・Mayo Clinic における看護職 
３-1 Advanced Practice Nurse（APN） 
 RN(Registered Nurse)とは、４年間の大学教育を受

けて資格を取得した看護師を示し、さらに２年間の

大学院教育と臨床経験を通して、追加の知識やスキ



ルを得て認定試験に通った看護師を APN(Advanced 
Practice Nurse 高度臨床看護師)という。 

 APN には、Nurse Practitioner(NP)・Clinical Nurse 
Specialist(CNS) ・ Nurse Midwife( 助産師 ) ・ Nurse 
Anesthetist(認定麻酔看護師)の４つの種類がある。

これらは独立した存在として働きながら、医師と恊

働する。 

 

① Nurse Practitioner（NP） 

 NP は、医師と看護師の中間に位置づけられ、日

本においても一部の大学院で養成教育が導入され

るなど、今後徐々に普及していくことが予想される

職種である。アメリカでは医師不足を背景に導入さ

れ、すでに 40 年以上の歴史がある。現在、アメリ

カには70万人いるとされており、Adult NPやFamily 
NP、Emergency NP など 12 の専門分野に分かれてい

る。 
 臨床における NP の役割は、患者の状態を評価し

て診断を行い、ケアプランを開始・管理することで

ある。一般的には、複雑でない状態にある患者を対

象とすることが多い。 
 NP の効果は、外来入院患者のサービス改善・救

急外来受診の減少・平均在院日数の短縮・病院のコ

スト削減などに貢献していることが実証されてい

る。 
 
② Clinical Nurse Specialist（CNS） 

 アメリカでは、６分野(地域保健、老年看護、在

宅看護、外科、小児、精神看護)が定められている。

さらに Mayo Clinic では、独自で認定している資格

もある。CNS の役割は、特定の分野に特化した高度

な専門的知識と技術をもって、病棟及び機関を包括

的な視点でマネジメントすることである。 

 

3-2 病棟看護師 
 Mayo Clinic では、日本での師長としての役割を、

多くの病棟で Nurse Manager、Nursing Education 
Specialist、CNS がそれぞれの役割をもって働いてい

る。Nurse Manager は RN としての能力だけでなく、

大学院教育のなかでマネジメントについて専門的

に学んでいる。よって、病棟のマネジメントを専門

的に担っている。一方で、Nursing Education Specialist
は教育について大学院で専門的に学んでいる。病棟

では患者を受け持たず、RN のサポート的な役割を

とりながら、病棟で働く RN の教育を専門的に行っ

ている。病棟で起こる問題に対して、これらの 3 人

のリーダーが異なる視点で互いに助け合い、三位一

体となって解決していた。 
 

3-3 病棟横断的な看護師 
 NP や CNS に加えて、Mayo Clinic は病棟横断的

な看護師を独自に設置している。たとえば、退院調

整を専門とする Discharge Nurse や院内全体の感染

予防や感染管理を専門とする Infection Prevention 
and Control Nurse Specialist などが挙げられる。 
これらの病棟横断的な看護師は、独立した存在とし

て活動する役割を担う者もいれば、他職種と組んで

チームとして患者と関わる者もいる。 
 病棟看護師にとっては、病棟横断的な看護師やチ

ームが存在することで、受け持ち患者の他のケアに

支障をきたすことなくケアを継続することができ

る。 
 

4 アメリカ・Mayo Clinic におけるシステム 
4-1 アセスメント項目のチェックリスト活用によ

る質の標準化 
 Mayo Clinic では、自宅で緊急を要する事態に陥

った患者は、すぐに救急車を呼ぶという選択肢の他

に、外来に電話をして、RN に指示を仰ぐことがで

きる。RN は、専門のソフトを使用し、システム化

された項目に沿って電話でアセスメントを行う。質

問事項に沿って回答を入力していくことで、経過観

察や受診の指示、救急要請など、その患者に必要な

対処を導くことができる。 
 このような外来でのRNのトリアージに代表され

るように、Mayo Clinic ではシステムの構築がケア

の効率化を図るために重要となっている。そのため、

院内には専門のシステムエンジニアが存在する。看

護のアセスメント項目などについても、チェックリ

ストを個々の病棟や領域に合わせて作成していた。

それにより、看護師の負担や業務量を減らすだけで

なく、個々のスタッフの質に左右されずに医療の質

を標準化することにもつながっていた。 
 

4-2 看護の需要に合わせたフロートナースの活用 
 患者の状態や提供する看護ケアの内容を数量化

して、1 ユニットにおける看護の需要に合わせて看

護師を配置するシステムも整っていた。入院患者の

状態と、提供されるべき看護の項目がチェックリス

トになっており、各病棟の看護の需要が数値化され、

一元的に管理できるようになっている。 
 Mayo Clinic では、1 日 2 回各病棟で集計し、病棟

間の繁忙度が均等になるよう、需要の低い病棟から

高い病棟にフロートナースと呼ばれる看護師が適

宜移動するというシステムがとられていた。フロー

トナースは、他の病棟でも業務を行えるようなジェ

ネラリストナースといえる。このようなシステムに

より、病院全体で協力し合い、看護をより効率的か

つ効果的に提供することができていた。 
 
5 日本の現状 
5-1 保険について 

2−5 でも述べたように、日本とアメリカでは医療

保険制度の特徴に大きな違いがある。 
まず医療保険は、公的医療保険と民間医療保険の

2 種類に分けられている。日本の場合は、全ての人



が公的医療保険に加入することになっており、自己

負担率は年齢や所得により差はあるものの 3 割ま

でで、いつでもどこでも医療サービスを受けられる。

また民間医療保険は任意加入で、公的保障の補助的

役割を果たしている。一方で、アメリカの場合は高

齢者や障害者、低所得者が加入できるメディケアや

メディケイドといった公的医療保険があるが、それ

以外の人々は民間医療保険を利用しなくてはいけ

ない。国民皆保険制度が取られていないため、無保

険者が存在してしまうという問題がある。 
 

5-2 NP の導入 
 日本は超高齢化や医療の高度化・複雑化、そして

医療者不足という状況にあり、その中で看護師の役

割拡大と安全と安心の医療を提供するために、NP
（ Nurse practitioner ） や CNS （ Certified Nurse 
Specialist）といった高度実践看護師（Advanced 
Practice Nurse）を普及する活動が注目されてきてい

る。 
 NP は、現在は数か所の大学院で NP のカリキュ

ラムが組まれ、日本 NP 協議会（http://www.jnpa.jp/）
が NP 資格認定に取り組んでいるが、まだ制度化ま

で至っていないのが現状である。 
 看護師はもともと保健師助産師看護師法により、

「診療の補助」と「療養上の世話」を行うという役

割が定義されている。この「診療の補助」という部

分は、医師の指示のもとに、採血や注射、医療機器

の操作といった比較的単純な行為を行うことを指

している。しかし NP は、自身の裁量により医療的

介入ができる役割を担うことから、この法律に抵触

してしまう可能性もあり、法的解釈や医師との連携

の取り方など、種々の課題があり、NP を制度化で

きないのである。 
 

5-3 CNS について 
 アメリカでは CNS は Clinical Nurse Specialist の略

語であるが、日本では Certified Nurse Specialist の略

となっており、「専門看護師」と呼ばれている。日

本の専門看護師は、11 の特定の分野（がん、精神、

地域、老人、小児、母性、慢性疾患、急性・重症患

者、感染症、家族、在宅）において卓越した看護実

践能力を持っていることを認定された看護職者で

ある。個人・家族・地域を対象として現場で“実践”

“相談”“調整”“倫理調整”“教育”“研究”の 6つ

の機能を展開し、より高い専門性を発揮することを

求められている。つまり看護現場で、卓越した専門

能力を持つ実践者、スタッフナースへの相談者や教

育者、研究者、保健医療福祉ニーズのケア調整者、

倫理的課題への挑戦者として、さらに新しい課題へ

チャレンジし、現場や教育、政策に反映できる開発

的役割など多くの役割遂行することが求められて

いる。 

 専門看護師に関する問題点として、他職種に対し

てアピールがしにくく、結果が見えにくいという点

がある。これは、ケアの質を向上させるためのプロ

セスを説明しようとする時に、専門看護師の方がよ

り複雑な問題に取りかかっているため、患者に生じ

ている問題やその要因も多く、評価しづらいという

状態である。また診療報酬にもなかなか反映されて

いないのが現状である。 

 

5-4 看護必要度ii 
看護必要度は、診療報酬制度における適切な人員

配置を評価する指標として導入されたものであり、

適切に評価することで患者の置かれている状況と

提供されている具体的な看護が見えるようになる。

結果として人員配置見直しのツールとなっており、

看護のビジュアル化につながっている。 
 Mayo Clinic では、4-2 でも述べたようにフロート

ナースと呼ばれる看護師が、看護の需要に応じて適

宜移動するというシステムが取られていたが、その

ためのチェック項目は、日本の看護必要度と一致し

たものではなかった。また日本では、看護師不足と

いう背景により、看護必要度を記入しても、繁忙度

が均等化されるまでは至っていないのが現状であ

る。 
 

6 考察 
 Mayo Clinic では専門を分化した「スペシャリス

トナース」の育成に力を入れているが、スペシャリ

ストナースは常に患者のニーズを包括的に理解し

ている病棟看護師と連携していた。このように、ス

ペシャリストとジェネラリストが恊働することで、

包括的に患者の問題を解決することができる。これ

こそがチーム医療のあり方であると考えられる。チ

ーム医療を推進することで、各専門職が自分たちに

しかできない業務を重点的に実施できる環境を整

えることができるため、結果として提供する医療サ

ービスの質を向上させることができると考えられ

る。 
 それに対して、日本は１人の看護師が幅広い役割

を担う「ジェネラリストナース」の育成に力をいれ

ている傾向がある。これは 2 で比較した通り、日本

の少ないマンパワーのなかで増大する医療ニーズ

を支えるためには必要な対策であると考えられる。

しかし、従来の役割の不明確なジェネラリストでは

なく、Mayo Clinic のように包括的に患者のニーズ

を把握している存在のジェネラリストとして、細分

化されたスペシャリストと恊働していく看護職の

あり方に変化することが重要である。その推進のた

めには、看護職を活用する他職種や患者が彼らの役

割を理解し、活用できる環境を整えることが重要で

ある。よって、看護職のあり方の変化に伴う効果を

エビデンスとして示し、各専門職の役割について普

及させていくことが必要であると考えられる。 
 また、日本におけるスペシャリストナースは、そ



の役割が確立できていないことが課題である。たと

えば NP の導入にあたっては、前述の通り法的解釈

や医師との連携の取り方といった種々の課題があ

り、制度化に至っていない。CNS については、臨床

現場でたくさんの役割を補っているが、それが視覚

的に評価できていないのが現状である。しかし、世

の中では患者ニーズの複雑化にあたり、看護師は看

護という専門性をベースとした機能を果たしてい

くことが必要とされている。今後はスペシャリスト

ナースの導入にあたって、患者のニーズとそれに対

する役割を明確にすることが重要であると考えら

れる。 
 また、看護職のあり方の変化に加えて、根本的な

マンパワー不足に対応する効率化を目的としたシ

ステム構築も重要である。Mayo Clinic ではマネジ

メントを専門とする看護師が各ユニットにおける

看護の需要を評価することで適正な業務配分が行

われるなど、マネジメント機能が強化されていた。

その結果、効果的な人材活用が行われていたと考え

られる。１で比較した結果からわかるように、日本

はマンパワーが著しく少ないことがいえる。しかし、

近年の人口構成や疾病構造の変化に伴う患者数の

増加や医療技術の高度化・専門化等から、医療サー

ビスの量は年々増大するとみられる。よって、限ら

れた資源で医療サービスを支えるためには、Mayo 
Clinic のように適切に役割分担を行い、さらに効果

的なマネジメントを行うことができるシステムを

構築することで、各専門職が自分たちにしかできな

い業務を重点的に実施できるような人材活用を行

う必要があると考えられる。さらに Mayo Clinic に

は、Nursing Education Specialist の存在に加えて、独

自の教育システム等を数多く設置することで、看護

師の専門性を向上させる機会を与えている。その結

果、各専門職の知識や技術を向上させ、更なる質の

向上につなげることができていると考えられる。こ

のように、資源の効率化を図りながら、同時に提供

する医療サービスの質も向上させていくことが重

要である。 

 
                                                 
i 厚生労働省,「医療保障制度に関する国際関係資

料について」より抜粋,2013/10/08 
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou
_iryou/iryouhoken/iryouhoken11/index.html 
 
ii 巴山玉蓮 『改めて「看護必要度」とは』 
http://www.nissoken.com/jyohoshi/kk/2-3mihon/02.pdf#
search='%E7%9C%8B%E8%AD%B7%E5%BF%85%E
8%A6%81%E5%BA%A6' 
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1 研究の背景と目的 

 メディカルツーリズムとは、医療目的で患者やそ

の家族が海外を訪れることである。 

 現在、メディカルツーリズムは世界の約 50 カ国

で実施されている。最先端で質の高い医療技術や低

コストで良質の医療を求めて、世界では医療のグロ

ーバル化が進んでいる。 

 日本では、2009 年 12 月にメディカルツーリズム

が「新成長戦略」に盛り込まれた。2020 年時点で

は年間 43 万人程度の需要が潜在的にあるとみられ、

潜在需要が実現した場合の医療ツーリズムの市場

規模は約 5500 億円、経済波及効果は約 2800 億円と

試算されている。政権交代後の安倍政権においても、

メディカルツーリズムは引き続き成長戦略の一つ

に位置づけられている。このような政策を背景に、

日本の医療現場においても国際化が浸透していく

のではないかと考えられる。 

 その一方で、メディカルツーリズムに対する懸念

の声も多い。メディカルツーリズムにより医療にも

市場原理が働くことで、国民皆保険の崩壊に繋がり、

外国人患者の医療の優先になりかねないといった

意見も根強い。また、多言語・異文化対応、通訳の

確保・診療後の対応などの受け入れ態勢が未整備で

あることも指摘されている。 

 私は、将来、日本の医療が国際化していく中で、

日本でのメディカルツーリズムが外国人患者や一

部の病院にとってのメリットだけでなく、地域社会

や日本の国民にとってもより良い医療の提供に繋

がることを期待している。 

そこで、わが国の医療の現状を踏まえ、医療者側

の視点、患者視点、住民の視点を大切にし、質と安

全が保たれた価値の高いメディカルツーリズムつ

いて考察することを目的に、研究に取り組んでいる。 

 本研究では、まず文献検討により日本のメディカ

ルツーリズムの現状を整理し、次に、現在メディカ

ルツーリズムを実施している、医療機関や自治体お

よび関係機関等へのインタビュー調査を行ってい

る。 

 

2 研究方法 

2.1 文献調査 

我が国において、メディカルツーリズムの検討が

本格的に始まった2008年から2013年 4月までのメ

ディカルツーリズムに関係する文献を検索した。論

文、政府・関係組織の報告書、新聞記事等を分析し、

メディカルツーリズムの現状、推進する要因、阻害

要因及び反対の理由等を整理した。 

2.2 インタビュー調査 

2.2.1 対象 

現在、メディカルツーリズムを実施しており更に

推進を目指している病院 4施設、メディカルツーリ

ズムを向けた取り組みを行い支援している 2 自治

体、この活動を支援している組織。 

2.2.2 インタビュー内容と方法 

 メディカルツーリズム導入の背景と準備、サービ

ス内容と提供方法、効果と課題等について半構成的

インタビューを実施する。 

2.2.3 分析方法 



 インタビューを逐語録に起こし、インタビュー項

目毎に、内容毎に整理し分類する。 

2.2.4 倫理的配慮 

 研究目的・倫理的配慮等を明記した依頼状・研究

計画書を郵送し、インタビューを依頼し、同意が得

られた施設に調査を行う。インタビュー実施前にも、

研究目的以外に使用しないこと等、情報の保護の遵

守、報告会、学会等での公表について説明し、同意

を得る。 

 

 本稿では、文献調査の結果・考察を述べる。 

 

3 日本におけるメディカルツーリズムの現状と

課題  

3.1 日本で医療を希望する外国人について 

 日本で治療や健診等の医療サービスを希望する

外国人について整理するために、世界の地域を大き

く、アジア、ロシア、ヨーロッパ、北米、南米、オ

セアニア、中近東、アフリカに分けて、地域ごとの

日本でメディカルツーリズムを受ける目的とその

対象者を分類した。 

 距離的に近い、アジア諸国とロシアの富裕層が、

最先端の医療技術やより良い品質の医療を求めて

来日することが考えられる。この背景には、自国で

十分な診療を受ける機会や医療機関が十分でない

ことがある。 

 ヨーロッパ諸国では、医療サービスを無料または

少ない自己負担で提供している。しかし、待ち時間

の長時間化が慢性化している等の問題も多い。この

ため、早いアクセスを求めて、民間病院を自費で全

額負担し受療することも少なくないという現状が

ある。自国での長い待ち時間を避け、たとえ海外で

もより低コストの医療を受けることへの需要があ

る。一方、北米も医療費の負担は高く、自国より低

コストの医療に対するニーズが存在する。しかし、

いずれの地域も日本からの距離が遠いため、来日す

る人数が飛躍的に伸びることは期待できない。 

 オセアニアも距離的には近いが、医療ツーリスト

の主な来日理由が低コスト医療であるため、タイや

韓国など他のアジア諸国の医療機関に行くことが

多いようである。 

 中近東、アフリカに関しても医療を受ける目的は

十分にあっても、日本と距離的に遠いため、来日す

るための費用や移動の負担とのバランスが釣り合

わない。 

 これらのことより、日本で医療サービスを受けた

いというニーズがあったとしても、距離的に遠い

国々から多くの患者の呼び込むことは困難である

と推察される。日本でメディカルツーリズムを推進

していくには、地理的に近い、アジア諸国やロシア

の富裕層にターゲットを絞る必要があることが分

かった。 

 

3.2 日本のメディカルツーリズムが普及すること

で予測される病院・地域・国民への影響 

 文献を検討し、世界で行われているメディカルツ

ーリズムのベネフィットとハームを整理し、我が国

のメディカルツーリズムが普及することによって

予測される病院・地域・国民への影響を検討した。 

 病院にとってメディカルツーリズムのベネフィ

ットは、保険外収入の増加、外国人患者の使用によ

る検査機器の稼働率の上昇等による収益の増加が

最も大きい。一方、ハームは、医師や看護師などの

医療従事者が、外国人患者の対応に手をとられてし

まい、過重労働につながる恐れがあることである。

また、言語や文化の違いに伴うミスコミュニケーシ

ョンによるトラブルの発生も予測される。 

 地域にとってのベネフィットとしては、外国人の

患者、付き添う家族などが来日することにより、宿

泊施設や飲食店などでは収益の増加にもつながり、

地域全体の経済が活性化することが期待される。 

 一方、ハームは、医療機関が外国人患者の医療サ

ービスに手を取られてしまい、地域住民の医療を受

けるための待ち時間が増加することが懸念される。 

 メディカルツーリズムの実施においては、国際的

な医療の品質を評価する国際病院評価機構 Joint 



Commission International (JCI)の認定を受ける病院が

増加することも期待されている。このような医療機

関が増加することにより、国民のベネフィットとし

ては、国際レベルの医療サービスが提供され、さら

に医療サービスの品質が改善されるのではないか

と期待している。 

ハームは、外国人患者の自費診療が増えることで

医療の市場化が進み、自由診療の範囲が拡大される

ことも考えられ、所得によって受けられる医療に格

差が生じてしまったりすることも懸念される。また、

耐性の強い感染症の新たな感染経路になる危険が

増大することが挙げられる。実際に、2010 年にイ

ンド・ニューデリー市内において、医療行為を受け

た外国人患者が帰国後に感染症を発病したケース

が報告されている。しかし、この事例に見られるよ

うな感染の問題は、医療目的で来航された外国人患

者だけでなく、来航される全ての観光客に関しても

言えることである。 

 メディカルツーリズムを行うことによって病

院・地域・国民への影響は多くのベネフィットがあ

る一方、様々なハームが挙げられた。 

 しかし、ここで列挙した問題はメディカルツーリ

ズムの受け入れ人数を制限、多言語対応の整備、医

療通訳者の育成、検疫の徹底等でそれぞれ防ぐこと

のできる問題であると考える。 

  

3.3 日本におけるメディカルツーリズムの中心問

題とその影響 

 メディカルツーリズムを我が国で推進していく

上での中心となる問題を整理し、その要因となって

いる背景、更にはこの問題により生じる影響を検討

した。 

 これまでの文献および政府・関係組織などの報告

書、新聞記事等から、日本には高度な医療技術や検

査機器が多くあり、メディカルツーリズムを支える

ための潜在力が大きいにも関わらず、メディカルツ

ーリズムを実施している医療機関が少ないことが

分かった。世界の患者の潜在的ニーズに対応できて

いないことは、日本にとっても大きな損失といえる

だろう。 

 この問題の背景には、メディカルツーリズムのサ

ービスの導入に伴い新たに発生する、人的・物的サ

ービスのコストに対する補助が殆どないこと、メデ

ィカルツーリズムのサービスをサポートするシス

テムが整備不足であること、文化や価値の多様性に

対する受容が低い組織文化があること、医療従事者

の過重労働への懸念があること、メディカルツーリ

ズムに対する医療サービス業界の懸念があること

等の様々な要因がある。 

 しかし、メディカルツーリズムが進まないことに

よって、病院の収益構造の改善や地域経済の活性化

の機会損失、国際標準の品質の医療サービスの推進

の遅れ等に繋がることが推察された。 

  

3.4 日本におけるメディカルツーリズムの可能性 

 日本におけるメディカルツーリズムの文献を整

理し、中心問題とそれによって、日本の病院経営、

医療産業、地域経済、医療サービスの質など様々な

面において、影響が生じていることが分かった。 

 メディカルツーリズムは多くの課題はあるが、今

後の我が国の医療を考えると、メディカルツーリズ

ムを推進することによって、病院、地域、国民に良

い効果をもたらす可能性は大きい。医療機関の経営

的視点からのみならず、医療の質という観点からも

推進すべき価値があり、日本におけるメディカルツ

ーリズムは今後ますます重要になると考える。 

 また、日本の医療機関の看護についても、丁寧な

看護ケアや対応は日本のメディカルツーリズムの

価値を高める重要な要素となるのではないかと考

える。 

 

4 メディカルツーリズムを実施している機関等

へのインタビュー調査 

 実情を更に詳しく把握するために、現在、日本で

メディカルツーリズムを組織的に行っている病院、

自治体、この活動を支持する組織を対象にインタビ



ュー調査を実施し、実際の取組み、看護ケアへの期

待を伺い、今後のメディカルツーリズムが提供する、

トータルケアにおける看護ケアについても考察す

る。 

 発表では、インタビューの結果も含めて報告をす

る。 
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はじめに 
 
 2009 年 8 月の総選挙によって政権交代を果たし

た民主党が掲げた「政治主導」の一つに、政策決定

の内閣への一元化がある。これは、それまでの自民

党の政策決定過程において内閣と与党が別々の権

力主体として存在し、意思決定も縦割りとボトムア

ップであったことに民主党が問題意識を持ってい

たことに由来する。また民主党の取り上げた与党の

事前審査制の問題は、政策決定過程の責任の所在は

どこか、国会審議の活性化のためにはどのような統

治システムであればいいかという重大な問題であ

った。 
 過去を振り返ってみると、この与党の事前審査制

の問題に取り組んだ政権として小泉政権がある。そ

こでは自民党の政策決定過程における与党内部の

組織や族議員の影響力を排除しようと改革に取り

組んでいた。 
 本稿では、この与党の事前審査制を改革しようと

した小泉政権、鳩山政権に着目し、政治過程の中で

どのように政府と与党が合意形成してきたのか比

較し考察する。 
 では、そもそも事前審査制とはなんだろうか。教

科書での定義をみると、法案が事前に自民党の政務

調査会関係部会、政務調査会審議会にかけられ、そ

して総務会で決定されてから国会に提出されるこ

ととされている。本稿での議論をしやすくするため

に、以下に筆者なりの定義を述べる。 
事前審査制とは、主に内閣提出法案などについて

政府が閣議決定を行う前に、与党内部の機関（部会、

政審、総務会）において議論し、党内で了承を得た

もののみ国会提出を認め、その法案には党議拘束を

かけるという慣習のことである。 
このように定義すると、事前審査制の重要な要素

は、閣議に先立つこと、与党内部の機関で実質的な

決定が行われること、党議拘束がかかること、慣習

であることが挙げられる。 
 以下の章ではまず第一章で先行研究の批判的検

討を試み、従来の研究がおよそ 4 つのタイプに分け

られることを示し、その上で課題を述べる。第二章

では、本稿での分析概念である拒否権プレイヤーと

拒否点について説明し、仮説を述べる。第三章では

拒否権プレイヤーと拒否点の概念を用いながら、小

泉政権、鳩山政権の改革案を説明し、拒否権プレイ

ヤーと拒否点をどのように変えようとしたか、どの

ように変ったか、それらはなぜかということを比較

分析する。そして最後に今後の課題などを示す。 
 

1 従来の事前審査制研究の課題 
 

与党の事前審査制に関する先行研究はこれまで

にも様々なアプローチからされてきた。それらは大

枠として 4つに分類されると考える。 

一つ目は小泉政権時代に、郵政民営化法案などを

成立させるために与党の事前審査制を廃止しよう

と試みたことや、事前審査制なしで法案を提出した

ことに関する分析であり、小泉首相の政治手法や首

相の権力という観点から研究がなされている。 

二つ目は、事前審査制そのものをテーマとして扱

ったものである。事前審査制が成立し、定着してき

た歴史や、制度としての事前審査制がどのようなも

のであったかということを叙述・分析している。 

三つ目は 2009 年に政権交代を果たした民主党が

掲げた政府・与党一元化に関する議論の一つとして

扱われているケースである。この研究では、概念的

な制度の移り変わりを叙述しているに留まってい

る。 

四つ目は行政学的知見や国会制度と言う観点か

ら、事前審査制を法案成立過程のなかの一つのプロ

セスだと捉えて分析しているものである。ここでは

手続きとしての事前審査制に関心が寄せられる。 

以上の研究では、小泉政権と民主党政権の目指し

た一元化の相違はなにか、また、その一元化の違い

はどのような形で実際の運用に違いがあったのか

ということに関する分析がなされていないのでは

ないかと考える。 

 

2 事前審査制分析への拒否権プレイヤーと拒否点

の概念の援用 
 
以上の課題の克服を試みるため旧来の自民党の

政策決定過程の例として竹下政権をあげる。それと

小泉政権と民主党鳩山政権の政策決定過程の事例

分析を通して拒否権プレイヤーと拒否点について

それぞれ比較する。 
 比較分析をすることにより、事前審査制の改革は



なぜ失敗するのか、政策決定過程はどうあればいい

のかということに対する含意を探る。 
 事前審査制を分析する上で重要となるのは、誰が、

いつ、どこで、法案に反対するかということである

と考える。というのも事前審査制は非公式の政策決

定機関でありながら実質的な決定権を有している

ことが問題とされるからである。非公式の場で決定

されるため、誰が、いつ、どこで、法案に反対した

かという責任の所在が不明確となる。 
そうであるならば、事前審査制改革は、誰が、い

つ、どこで政策を決めるのかということを明確にす

ることが改革の前提となるはずである。 
そこで、政策決定過程分析の理論や、歴史的制度

論や言説的制度論、官僚制や合理的選択モデルなど

で政策の安定性は説明できるが、事前審査制を廃止

するときに、どのようなアクターの影響力が強くな

るかを説明しきれないため、本稿では「拒否権プレ

イヤー」と「拒否点」という二つの概念を援用する

ことで説明を試みる（ただし、ここではあくまでも

概念を援用することにし、拒否権プレイヤー論の枠

組みでは分析しない。というのも拒否権プレイヤー

論は魅力的な分析枠組みであるが、いまだ個別事例

に適応するとなると足りないところもあるからで

ある。） 
 ここで用いる拒否権プレイヤーと拒否点とはな

にか、定義しておく。拒否権プレイヤーとは、現状

維持を打開するために同意が必要とされる個人も

しくは集団的アクターのことである。また、拒否点

というのは、拒否権プレイヤーが拒否権を発動する

制度的機会のことである。 
 これらの概念を用い、事前審査制を廃止すること

について 2 つ仮説を置く。（1）事前審査制がなくな

ると拒否点が党内の部会など非公式の場から国会

に変わる。（事前ではなく並行、もしくは事後もし

くは拒否点がなくなる）（2）事前審査制がなくなる

と拒否権プレイヤーが従来のように影響できる場

がなくなるので拒否権プレイヤーの数が減る。 
 
3 拒否権プレイヤーと拒否点の変化 
 

本章では以下の（a）～（d）を検証する。（a）事

前審査制を廃止しようとした政権での拒否権プレ

イヤーは誰であったか、（b）どこが拒否点となって

いたか、（c）拒否権プレイヤー、拒否点が違ってい

た場合、それはなぜか。（d）拒否権プレイヤー、拒

否点が変わっていない場合、仮説は棄却。 
 以下の表 1 は（a）、（b）に関する調査結果をまと

めたものである。各政権における事例として、大平

～竹下政権では消費税導入に関する議論、小泉政権

では郵政民営化に関する議論、鳩山政権では普天間

飛行場移設問題での閣内不一致、予算編成と陳情に

関する小沢幹事長の権力の強さ、厚生省の政策会議

に対する斉藤議員の批判などを取り挙げた。 

 
（表 1：各政権における拒否権プレイヤーと拒否点 
議事録や文献、新聞記事などを参考に筆者作成） 

 政権 拒否権プレイヤー 拒否点 

大平 

～ 

竹下 

党税調 党税制調査会

による 

事前審査 

税制族 

インナー 

小泉 

郵政族 国会採決（造

反）、参議院、

選挙、部会 

（亀井派） 

（旧橋本派） 

鳩山 

各大臣 
閣議、 

閣僚懇談会 

小沢幹事長 陳情窓口 

バックベンチャー 国会 
 
 この表 1 から事前審査制を廃止しようとした小

泉、鳩山両政権において拒否権プレイヤーが異なっ

ていることが分かる。小泉政権では族議員や派閥が

拒否権プレイヤーであったが、鳩山政権では、バッ

クベンチャーと言われる政府内部に入っていない

与党議員も拒否権プレイヤーになっていたことが

分かる。 
 鳩山政権では拒否点として閣僚懇談会が挙げら

れる。閣僚懇談会の時間は長くなり活発になったと

いわれており、建前上は意見交換の場であるが、実

質的な方向性の合意なども行われていたと松井孝

治元議員は話している（薬師寺 2012）。 
 拒否権プレイヤーが族議員や派閥からバックベ

ンチャーに変わった理由として、族議員からの変化

については、民主党が野党として長く過ごしてきた

ため、族議員が存在しないことが考えられる。そし

て派閥から変わったことについては、自民党の派閥

に相当する、民主党の政策グループは実質的な統制

力を持っていなかったのではないかということが

考えられる。従来、派閥の役割の中には、新人議員

の教育や派閥単位で方針をまとめるなどがあった

ことを鑑みると、事前審査制はその重要な場であっ

たと考えられ、派閥の弱体化がバックベンチャーの

自由な行動を生んだのではないかと考える。 
 拒否点が変わったことの含意に関して言えば、従

来は党内で議論されていたものが国会の場で討論

されるようになったということは、議論の公開性、

透明性、責任の所在の明確化の観点からすると事前

審査制の廃止は非常に意義があると考える。 
 

おわりに 

 
本稿では、拒否権プレイヤーの概念を援用して事

前審査制の廃止を事例調査によって考察してきた。

その結果、事前審査制の廃止により拒否権プレイヤ

ーが族議員や派閥からバックベンチャーに変わっ



たこと、拒否点が党の幹事長なども残ってはいるが、

国会の場にも広がったことを示した。 
今後の研究課題としては、更に多くの資料を調査

し、実際の政治過程をより丹念に追うことや、事前

審査制の廃止によってバックベンチャーが影響力

を増した背景に派閥の弱体化があるのではないか

という新たな仮説が生まれたため、これらを検証し

ていきたいと考える。 
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1 はじめに 

 「世間一般では今の言葉の状況を『言葉の乱れ』

ととらえることが多い。(中略) いわゆる『言葉の

乱れ』の中で具体的な問題として特に挙げられるの

は、若者言葉、敬語などの言葉遣いにかかわるもの

である。」と文部科学省『現代社会における敬意表

現』において述べられている。内館牧子の著書『カ

ネを積まれても使いたくない日本語(朝日新書)』の

前書きにも、「誰とでもタメ口を聞くことをウリに

したタレントが人気を博している」と「言葉の乱れ」

を嘆く一文が登場する。具体的に誰を差しているか

は明示されていないが、タレントのローラはこのよ

うなコミュニケーションスタイルを持ち人気を博

している人物の一人である。確かに彼女の会話を聞

いてみるとタメ口の使用が目立つことは明らかで

ある。しかし、テレビ朝日の対談番組「徹子の部屋」

にゲストとして出演した際、黒柳徹子(以下、徹子)

はローラに対して、「あなたはタメ口を使うけどち

ゃんと私のことを敬ってくださるのね」とコメント

している。この発話から、ローラの言語行動は、必

ずしも相手に対して無礼な印象を抱かせるわけで

はなく、相手に対する配慮を示し敬意を表す働きを

しているのではないかという仮説が立てられる。で

はなぜ、ローラのタメ口は不快な思いをさせずに徹

子に受け入れられたのか。この問いに対して、ブラ

ウン&レヴィンソンの提唱するポライトネス理論

に基づいて考察を試みる。  
 
2 理論的前提 
2.1 ポライトネス 
 滝浦（2008）は『ポライトネス入門』の中でポラ

イトネスについて以下のように述べている。人は他

者とのかかわり合いにおいて、自分のなわばりを確

保しておきたいと思い、他者から踏み込まれたくな

いと思う。ところが同時に、人は、他者と通じ合い、

互いに互いを受容し、2 人で 1 つのなわばりを共有

するような関係を持つ事を喜びとする。このよう

な ”近づけつつ遠ざけたい”という相反する欲求を

可能にするのが、対人関係の確立や維持・調節に関

わる働きをする「ポライトネス」である。 
  
 

2.2 ブラウン＆レヴィンソンのポライトネス 

 ブラウン＆レヴィンソン（1987)によるポライト

ネス理論は、Goffman（1967)による「フェイス（face)」
つまり面子の概念をポライトネスにおける重要な

概念の 1 つであるととらえ、この面子との関係から

ポライトネスの概念を説明するものである。それに

よると、人間には皆、面子というものがあり、望ま

しい人間関係を維持するために、それぞれが自身の

面子だけでなく互いの面子を保持しようとし、面子

を脅かす行為を互いに避けようとする。それがポラ

イトネスであり、人間的に普遍的なものである。 
 
2.2.1 フェイス 
 「フェイス」は、社会のすべての能力ある成人構

成員が自分のために要求したいと願う公的な自己

イメージで、以下の 2 つの関連する側面に存在する。 

 

a)ポジティブ・フェイス：自分のイメージをよく見

せたり他者から認められたいという面子のこと。 
b)ネガティブ・フェイス：互いの行為の自由を維持

し、自分の領域に他者からむやみに踏み込まれたく

ないという面子のこと。 
 
2.2.2 フェイス侵害行為とフェイス・リスク 
 発話行為(speech act)には、それをおこなうことで

不可避的に相手や自分のフェイスを侵害してしま

うものがあり、ブラウン＆レヴィンソン(1987)はこ

れを FTA (face threatening act「フェイス侵害行為」)

と呼んだ。たとえば、人に何かを頼むという行為を

考えると、頼まれる側の人間の面子を脅かすもので

あることが多い。その依頼を頼まれた者が断ること

は依頼者の面子をつぶすことになるため、頼まれた

者はそれを避けようとすると断れなくなる。しかし

どうしても断らなくてはならないような場合、頼ま

れた者は窮地に立たされることになる。この依頼の

ような行為が FTA となる。 
 FTA をおかす度合いは、その文化において特定の

行為が意味する負荷の度合い(Rx)、話者と相手との

社会的距離(D)、両者の相対的力関係(P)という 3
つの社会的パラメータの和である。そして、その

FTA の大きさに応じて、その度合いを軽減しようと

し、表 1 のような 5 種類のポライトネス・ストラテ



ジーが用いられるとされている。 
 

表 1：ポライトネス・ストラテジー 
⑴ Do the FTA (そのままを言う) 
⑵ positive politeness（ポジティブ・ポライトネス）

⑶ negative politeness（ネガティブ・ポライトネス）

⑷ off record (言うべきことを言外にほのめかす)

⑸ Don’t do the FTA (FTA をしない) 
 
2.2.3 ポジティブ・ポライトネス 
 人に好印象を与えたいとか、人からよく評価され

たいというポジティブ・フェイスを満足させること

がポジティブ・ポライトネスになる。たとえば、相

手を褒めたり、好意を表したり、英語であれば we, us, 
our 等の代名詞を使って互いの結びつきを示したり

することも、ポジティブ・ポライトネスを実現する

一方法になる。ブラウン＆レヴィンソンは、このポ

ジティブ・ポライトネス・ストラテジーについて、

表 2のとおり 15の下位ストラテジーを立てている。 

 
表 2：ポジティブ・ポライトネス・ストラテジー 
⑴ H(の興味、欲求、ニーズ、持ち物)に気づき、

注意を向けよ 
⑵ (H への興味、賛意、共感)を誇張せよ 
⑶ H への関心を強調せよ 
⑷ 仲間ウチであることを示す指標を用いよ 
⑸ 一致を求めよ 
⑹ 不一致を避けよ 
⑺ 共通基盤を想定・喚起・主張せよ 
⑻ 冗談を言え 
⑼ S は H の欲求を承知し気遣っていると主張せ

よ、もしくは、それを前提とせよ 
⑽ 申し出よ、約束せよ 
⑾ 楽観的であれ 
⑿ S と H 両者を行動に含めよ 
⒀ 理由を述べよ(もしくは尋ねよ) 
⒁ 相互性を想定せよ、もしくは主張せよ 
⒂ H に贈り物をせよ(品物、共感、理解、協力) 

(S: 話し手、H: 聞き手) 
 
2.2.4 ネガティブ・ポライトネス  
 話者が相手の領域に踏み込むことに躊躇する態

度を表明したり、互いの社会的距離を認めて、なれ

なれしい言葉遣いを避けたり、押し付けがましくな

らないように言葉を使うことなどが、ネガティブ・

ポライトネスになる。たとえば、日本語で初対面の

人に敬語を使ったり、英語で何かを頼む時に I don’t 
like to bother you, but…のような表現を使うことな

どが、それに当たる。ブラウン&レヴィンソンはこ

のストラテジーについて、表 3 のとおり 10 の下位

ストラテジーを立てている。 
 

表 3：ネガティブ・ポライトネス・ストラテジー 

⑴ 慣習に基づき間接的であれ 
⑵ 質問せよ、ヘッジを用いよ 
⑶ 悲観的であれ 
⑷ 負担 Rx を最小化せよ 
⑸ 敬意を示せ 
⑹ 謝罪せよ 
⑺ S と H を、非人称化せよ：人称代名詞「私」「あ

なた」を避けよ 
⑻ FTA を一般的規則として述べよ 
⑼ 名詞化せよ 
⑽ 自分が借りを負うこと、相手に借りを負わせな

いことを、オン・レコードで表せ 
(S: 話し手、H: 聞き手、Rx: 文化的負荷の度合い) 

 
3 データ 
 研究の対象とする「徹子の部屋」は、テレビ朝日

系列で午後 1 時 20 分から午後 1 時 55 分まで放送さ

れる黒柳徹子が司会を務めるトーク番組である。

1976 年放送以来 30 年以上続いている長寿番組で、

トーク内容はゲストの生い立ちや現在の仕事内容

まで幅広く取り扱っている。 
 今回用いるデータは、ローラがゲストとして招か

れた回の「徹子の部屋」（2012 年 3 月 27 日〈火〉

放送）である。 

 
4 分析 

4.1 ポジティブ・ポライトネス・ストラテジーが   

   働く場面 
 
 断片 1 は、頬を膨らますというローラの特徴的な

仕草を徹子が真似、それに対してローラがコメント

をしている場面である。 
 
断片１ 
01 ローラ あっかわいい： 

02 徹子  かわ［いい？ ］ほんと？ 

03 ローラ    ［ふ ふ ふ］ 

04     ［ウサギちゃん］みたい 

05 徹子  ［h h h      ］ 

06        ウサギみたい？ 

07 ローラ うん(.)あ(.)パンダみたい 

08         ［パンダふふふふ ］ 

09 徹子  ［パンダ？hh     ］そうパンダ    

10     好きだけど 

 

 01 でローラは徹子のことを「かわいい」と褒め

ており、その後も 04、07 と徹子のことを動物に喩

え、褒め続けている。この部分はポジティブ・ポラ

イトネス・ストラテジーの表 2-(1)「H(の興味、欲

求、ニーズ、持ち物)に気づき、注意を向けよ」、お

よび表 2-(2)「(H への興味、賛意、共感)を誇張せよ」

の 2 つに基づいてポジティブ・ポライトネスとして



働いていると考えられる。 
 

4.2 ネガティブ・ポライトネス・ストラテジーが 
    働く場面 
 
 断片 2 では、ローラが生まれた 1990 年に徹子も

バングラデシュのダッカに訪れて子供達に会った

りしていたという会話がなされている。 
 
断片 2 
01 徹子  あでもおんなじときに 
02 ローラ うん 
03 徹子   あそこのバングラディッシュのとこ

04        ろで町でダッカでしょ 
05 ローラ ［う：んダッカダッカ］ 
06 徹子  ［ダッカで     ］あの：あなた

07     が八カ月の子供でどっかに行って(.)    
08          私は色んなところ歩いて子供たちに     
09          会ったり(.)あたしユニセフの親善 
10 ローラ ああ 
11 徹子  大使［したりしてるのね］ 
12 ローラ    ［そうなんですよね］ 
 
 02、05 でローラはタメ口を用いて応答している

が、09、11 で「ユニセフの親善大使をしている」と

いう発話が徹子からなされた後の 12 では「そうな

んですよね」と丁寧語を使用している。この会話の

やりとりにおいて、ローラは徹子がユニセフの親善

大使をしているという事実に対して敬意を表すた

めに丁寧語を用いている。この丁寧語はネガティ

ブ・ポライトネス・ストラテジー表 3-(5)「敬意を

示せ」として働いていると分かる。 
 
4.3 ポジティブ・ポライトネス・ストラテジーと   

   ネガティブ・ポライトネス・ストラテジーが 

   働く場面 

 

断片 3 は語学に関して徹子とローラが話してい

る場面である。 
 

断片 3 
01 徹子  ハローh って言うのね［子供］って 
02 ローラ            ［うん］ 
03 徹子  外国の人見るとすぐ(.)ハローってい 
04          うのね h 
05 ローラ       そ：［：：］う=  
06 徹子              ［うん］ 
07 ローラ =ふふ［ふ］ 
08 徹子     ［で］ハローって言われちゃう   
09     ［う：：：ん］ 
10 ローラ ［は：：：い］徹子さんは英語 
11     しゃべれるんですか？ 
12 徹子  少しは喋れま［す］ 
13  ローラ        ［お］お［ : : ］= 

14 徹子                   ［うん］ 
15 ローラ =すご：：い 
 
 ローラの顔立ちが日本人離れしているため、子供

から「ハロー」と呼びかけられるという話が展開さ

れた後に、10、11 でローラが「徹子さんは英語喋れ

るんですか」と発話している。徹子に対して丁寧語

を用いながら質問する事で相手のフェイスを傷つ

けないように配慮を示しているため、表 3-(5)「敬

意を示せ」に基づいて働くネガティブ・ポライトネ

スであると分かる。 
 その一方で、徹子が 12 で「少しは喋れます」と

答えた後に、13、15 でローラは「おお：：すご：

い」という誇張的表現を用いて徹子に対する関心を

示している。この発話自体はタメ口によって行なわ

れているが、表 2-(2)「(H への興味、賛意、共感)を
誇張せよ」 と表 2-(3) 「H への関心を強調せよ」の

ポジティブ・ポライトネス・ストラテジーとして働

いていると観察される。 
 
 次の断片 4 は絵を書くのがうまいと紹介された

ローラが描いた徹子の似顔絵をプレゼントする場

面である。 
 
断片 4 
01 徹子  ローラってサインしていただいて 
02    ［ 私 が  ］.着るのが好きなような= 
03 ローラ［は：：い］    
04 徹子  =洋服を=  
05 ローラ あ               
06 徹子  =着［て(.)う：：ん  ］ 
07 ローラ   ［よかった：：：］ 
08 徹子  かわいい 
09 ローラ は：：い(.)じゃあプレゼントしたいと 
10          思いま：［：す］ 
11 徹子      ［ い ］いの？ 
12 ローラ は［：い(.)全然全然(.)こんなんで］ 
13 徹子   ［どうもありがとうございます］ 
14 ローラ よければ 
 

 徹子に似顔絵をプレゼントするという行為は、表

2-(14)「H に贈り物をせよ(品物、共感、理解、協力)」
に基づいてポジティブ・ポライトネスとして働いて

いると考えられる。 
 その一方で、プレゼントを贈与する際に発せられ

た 09、10 でのローラの発話では丁寧語が用いられ

ている。また、11 で徹子が「(絵をもらって)いいの？」

と発言したのに対して、12、14 でローラは「は：

い(.)全然(.)こんなんでよければ」と謙遜表現を用い

て自分自身の立場を低め、絵をもらってくれる徹子

に敬意を表している。この発話は表 3-(5)「敬意を

示せ」に基づいて働くネガティブ・ポライトネスと

して機能していると観察される。断片 3 同様、連続



した発話をポライトネス理論に基づいて分析する

と、相手に対する配慮を示す言語行動がローラの発

話の中には含まれているということが分かる。 
 

5 まとめ 
 断片 1 では、ローラの「かわいい」という発話や

徹子のことを動物に例える発話が、ポジティブ・ポ

ライトネス・ストラテジーに基づいて働いているこ

とが分かった。また、断片 3 では、徹子が英語を話

せるということに対して、「おお：：すご：い」と

いう誇張的表現を用いることで、相手のポジティ

ブ・フェイスを満たすということが分析された。こ

れらの発話自体はタメ口でなされているが、褒める

という言語行動や誇張的表現を用いて相手への関

心を示すことによって、表 2-(1)「H(の興味、欲求、

ニーズ、持ち物)に気づき、注意を向けよ」、表 2-(2)
「(H への興味、賛意、共感)を誇張せよ」そして表

2-(3)「H への関心を強調せよ」の 3 つのポジティブ・

ポライトネス・ストラテジーに基づいて、相手から

よく思われたいと願うポジティブ・フェイスに働き

かけているということが分かった。 
 断片 2、3、4 ではネガティブ・ポライトネス・ス

トラテジー表 3-(5)「敬意を示せ」に基づいてネガ

ティブ・ポライトネスとして機能しているローラの

言語行動を分析した。そして今回の分析では 3 パタ

ーンの敬意表現が観察された。 
  
 ①徹子の立場を高める意味で丁寧語を使用した  
  敬意表現 
 ②フェイス・リスクを未然に軽減する意味で丁寧   
  語を用いて質問をした敬意表現 
 ③自分自身の立場を低めるために謙遜表現を用   
  いた敬意表現 
 
 断片 2 では、ユニセフの親善大使を務めていると

いう徹子の発話を受けてから、その事実に敬意を表

し、徹子の立場を高める意味で丁寧語を使用してい

ると考えられる。 
 断片 3 では、ローラは「徹子さんは英語しゃべれ

るんですか？」と丁寧語を用いて質問している。こ

の発話は、徹子が英語を話せるかどうか分からない

状態で、徹子の能力に対して問いかけられたもので

あるため、もし仮に徹子が英語を話せなかったとす

ると、徹子のフェイスを傷つけてしまうというフェ

イス・リスクを孕んでいる。そのリスクを未然に軽

減する意味で、丁寧語を用いて徹子に対して質問を

投げかけていると考えられる。 
 そして断片 4 では、プレゼントした絵を徹子が受

け取る際に「こんなんでよければ」と謙遜表現を用

いて相手に対する敬意を示している。この場面は、

絵をもらってくれる徹子の立場よりもローラの立

場の方が低いということを、謙遜表現を用いて示し

ていると考えられる。 

6 おわりに 
 一見ローラは誰に対してもタメ口を用いたお友

達口調で会話をしているように見えるため、相手に

対して敬意を払えない若者の代表例のように思わ

れがちである。しかし、ブラウン&レヴィンソンの

ポライトネス理論の観点から分析した結果、ローラ

のコミュニケーションスタイルには、タメ口を用い

るが相手のポジティブ・フェイスに働きかける言語

行動と、相手のフェイスを傷つけない敬意表現に関

する 2 つのストラテジーが存在することが明らか

になった。そしてそのストラテジーが会話の中で働

くため、ローラのタメ口は受け入れられると考えら

れる。 
 日本人にとって相手を敬うコミュニケーション

スタイルは敬語の使用である、という一元的な見方

が多い。しかし、必ずしも敬語を使用することだけ

が、相手に対する配慮を示すとは限らないというこ

とが本研究により示唆された。 

 
 
<トランスクリプトの記号> 
(.) 非常に短い間合い 
： 音が延ばされている状態 
[  二人以上の参与者の発話の重なりが始まる箇 
  所 
]  二人以上の参与者の発話の重なりが終わる箇 
  所 
h  呼気音，笑いを表す 
=   言葉と言葉、または発話と発話が途切れなくつ 
  ながっている箇所 
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1、はじめに
　 本稿は、2013年度の卒業論文として現在執筆中
の「芥川龍之介『地獄変』英訳における色彩表現
の訳出について」の中間報告である。
　 芥川龍之介による『地獄変』とその英訳は、年
代順に、Omiya (1937)、Norman (1948)、Kojima 
(1961)、Rubin (2006) によるものがある。芥川が
大正期を、また日本の近現代文学史を代表する作
家であることは論を待たないであろうが、特に60
年代までは「英訳でまとまった作品を読むことの
できる数少ない（引用者注：日本語）作家のひと
りだった」(ルービン 2005) ことも特筆すべき点で
ある。芥川の作品は、半世紀以上まえから英語圏
においても親しまれてきた。加えて『地獄変』は芥
川の代表的作品としてとりあげられることも多く、
作品的価値も高い。
　 『地獄変』における作品的特徴のひとつに色彩
表現の多用性ということが挙げられる。上村
(1999) によると『地獄変』には 650.4字に1度、
色彩語が使われているとあるが、これは芥川の色
彩語使用頻度を840.2字に1度としているのに比べ
頻度が高く、また、横山トシ子 (1971) が芥川の色
彩語使用頻度を約800字に1度であるとしている
点、波多野完治 (1953) が色彩語を用いる平均的な
頻度は約1200字に1度としている点に比べ頻度が高
い。そしてここで色彩語と定義されているのは、日
本の基本色名「赤・黄・緑・青・紫・白・黒」の
みであり、すなわち、基本色名を用いず色彩を喚
起させるような表現（たとえば比喩を用いるな
ど）の場合は数に入れられていない。芥川は豊か
な語彙力を背景として基本色名以外の色彩語や色
彩喚起表現を作中で用いていることを考えると、
『地獄変』における色彩表現の多用さは論を待た
ないであろう。また、従来の『地獄変』における
作品研究を参照しても、特に「紅」や「朱」「緋
色」など赤系統の色彩語が物語のなかで重要な暗

示を持つ用語として取り上げられており (山崎 
1999)、作品論的な文脈においても色彩表現は重要
な意味を持つ。
　 作品を考える上で重要な色彩語は、英訳におい
てどのように訳出されているのだろうか。言語によ
る世界の分節化の違いが色彩表現においても顕著
であることは、現在までの研究で明らかにされて
いることであるが (鈴木 1990、テイラー 1996 な
ど)、芥川の作品とその翻訳に着目した研究自体が
いまだ少ない（『地獄変』英訳をトルコ語訳とと
もに扱った Baykara による2001年の研究について
は言及しておくべきだろう。また、同じく特筆すべ
き色彩表現を持つと云われる芥川龍之介『歯車』
に関しては、仏訳の翻訳分析に関する先行研究が
存在する (堀井 2005) ）。そしてこれら先行研究
では、翻訳者によって色彩表現の訳出に揺らぎが出
る理由に関して、十分な考察がなされていない。
　 本研究では『地獄変』における色彩表現の訳出
に着目し、翻訳者によって訳出する語彙の選択に
揺らぎが出ることはなぜなのか考察を与えること
を目的としたい。また、『地獄変』英訳における
色彩表現の訳出を比較、検討することで、日英語
双方の表現特性について考察を与え、翻訳者の役
割について理解を深め、より良い翻訳とはなにか
という問いを追究すること、また起点言語から目
標言語への言語的転換を担う翻訳者がいかなる目
的をもち、ストラテジーを有して翻訳に携わるべ
きかという問いへも補助線を引くことを射程に入
れる。

2、翻訳分析
　以下は、卒業プロジェクト中間報告として、芥川
龍之介『地獄変』における Norman、Kojima、
Rubin による英訳を色彩表現に着目して比較分析
した結果を述べる。なお、参照する原典には2011
年に刊行された新潮文庫版『地獄変』を用いた。



また引用した色彩表現に付属している上付き文字
の数字は、『地獄変』中の色彩表現の通し番号を
表わす。
　 色彩表現としては、基本色名「赤・黄・緑・
青・紫・白・黒」に「金・銀」を加え、また作品
論的な文脈で重要とされている「紅・朱・緋」ま
たそれらと対照的な色を表わす「藍」、そして「～
の色・～のような色」と表現されているものを含
めた。これら色彩表現を原典より洗いだした結
果、66例の該当表現が見つかった。
　そのうち、Norman、Kojima、Rubin で同じ色
彩語（品詞や活用が異なっていても、語幹となる
語彙が同一の場合は同じと数える）を当ててい
る、あるいは全員減訳していた例は27例である。
また Norman のみが異なった訳語を当てている例
は12例、Kojima のみが異なった訳語を当てている
例は7例、Rubin のみが異なった訳語を当てている
例は9例、3者とも異なった訳語を当てている例は
11例であった。
　 三者とも同じ訳をあてる（あるいは減訳してい
た）例は、「唇の目立って赤い2」(p.106)「画筆を
舐めるので紅3がつく」(p.107)「黄金6（こがね）
の鈴」(p.109)「赤い9脣」(p.114)「紅蓮大紅蓮10の
猛火」(p.118) 「唐めいた冥官たちの衣装が、点々
と黄11や藍12を綴っております外は、どこを見ても
烈々とした火焔の色13で」(p.118)「丈の黒髪17を
炎の中になびかせて、白い18頸を反らせながら」
(p.119)「琥珀のような色25をした、大きな円い
眼」(p.128)「銀26の椀」(p.129)「赤い27脣」(p.
129)「まっ白な30歯」(p.135)「黄金33の鈴」(p.
138)「赤い35脣」(p.142)「御口の端には白く36泡
がたまっており」(p.143)「炎と黒煙37とに攻めら
れて」(p.143)「御袴の緋の色38」(p.144)「白地41
の錦」(p.145)「黒髪47が」(p.147)「黄金50の釵
子」(p.148)「色の白い51頸」(p.148)「紫52の流
蘇」(p.149)「金粉58を撒いたような」(p.150)「何
か黒い59もの」(p.151)「黒煙62の底に」(p.151)
「唯美しい火焔の色63」(p.152) と太字下線を施し
た箇所であった。内訳としては、基本色名が16
(「黄金」を「黄」と数えると19) 例、「金・銀」
が2(「黄金」を「金」と数えると5)例、「紅・朱・
緋・藍」が2例、「～の色・～のような色」が4例
であった。
　 一方、訳出に揺れが出た箇所としては、以下の
太字下線箇所、39例が挙げられる。「白馬1」(p.
105)「御文を結んだ寒紅梅4の枝」(p.108)「紫匂5

の袿の袖」(p.108)「美しい真紅7の紐」(p.109)
「紅8の袙」(p.110)「唐めいた冥官たちの衣装が、
点々と黄11や藍12を綴っております外は」(p.118)
「まるで卍のように墨を飛ばした黒煙14と金粉15を
煽った火の粉とが」(p.118)「青女房16」(p.118)
「顔が白くなった19上に」(p.123)「赤裸20になり
ますと」(p.125)「皮膚の色21が赤み走って22」(p.
126)「黒い23油のようなもの」(p.127)「色の白い
24女のような男」(p.128)「まっ黒な28蛇」(p.132)
「元来愁顔の、色の白い29、つつましやかな女」
(p.134)「夜目にもうす白い31御池の水」(p.136)
「頬も赤く32燃えて」(p.137)「黒髪34を乱しなが
ら」(p.142)「浅黄39の直衣に濃い紫40の浮紋の指
貫を御召になって」(p.145)「牛はつけず黒い42轅
を斜に榻へかけながら、金物43の黄金44を星のよう
に、ちらちら光らせているのを」(p.145)「青い45
簾」(p.145)「狩衣の色46」(p.146)「松明の光は、
一しきり赤く48ゆらぎながら」(p.148)「すべらか
しの黒髪49が」(p.148)「夜目にも白い53煙」(p.
149)「棟の金物54が」(p.149)「半空までも立ち昇
る烈々とした炎の色55」(p.149)「顔の白さ56」(p.
150)「赤い57上に金粉58を撒いたような」(p.150)
「朱塗57のような袖格子」(p.151)「金梨子地61」
(p.151)「御顔の色64も青ざめて65」(p.153)「紫66
の指貫」(p.153)である。内訳としては、基本色名
が25（「黄金」を「黄」と数えると26）例、
「金・銀」が4（「黄金」を「金」と数えると5）
例、「紅・朱・緋・藍」が5例、「～の色・～のよ
うな色」が4例であった。
　このうち、3者とも異なった訳語を当てている例
は、「青女房16」(p.118)「皮膚の色が赤み走って
21」(p.126)「夜目にもうす白い31御池の水」(p.
136)「浅黄39の直衣に濃い紫40の浮紋の指貫を御召
になって」(p.145)「狩衣の色46」(p.146) 「夜目に
も白い53煙」(p.149)「半空までも立ち昇る烈々と
した炎の色55」(p.149)「顔の白さ56」(p.150)「金
梨子地61」(p.151)「御顔の色64も青ざめて65」(p.
153) であり、内訳は、基本色名が8例、「金・
銀」が1例、「紅・朱・緋・藍」が0例、「～の
色・～のような色」が2例であった。
　以上の結果から、以下の点が導きだされた。
　まず、「白」という語に関して見ると、日本語で
は明度と色相どちらをも表わす語であることが分
かる。しかし、英語では明度を表わす際には “fair” 
や “pale” を、色相を表わす場合には “white” が用
いられるため、明度を表わす「白」の場合は、訳



出に揺らぎが出ることが分かった（「顔が白く
なった19上に」(p.123)「色の白い24女のような
男」(p.128)「元来愁顔の、色の白い29、つつまし
やかな女」(p.134)「夜目にもうす白い31御池の
水」(p.136)「夜目にも白い53煙」(p.149)など）。
ちなみに色相を表わす「白」(「白い18頸を反らせ
ながら」(p.119)「まっ白な30歯」(p.135)「御口の
端には白く36泡がたまっており」 (p.143)「白地41
の錦」(p.145)「色の白い51頸」(p.148) など) のひ
とつである「白馬1」であるが、Norman は「白」
という属性を減訳し、単なる “horses” と訳出した
ため、他2者が “white horses” と訳出している
が、3者が同じ訳出をしているとは数えなかった。
　 つぎに、原典中で「赤」と表記される箇所の訳
出に注目すると、唇の赤さを表わす「赤い」とい
う形容詞の終止形（「唇の目立って赤い2」(p.106)
「赤い9脣」(p.114)「赤い27脣」(p.129)）はすべて
同じ色彩語 “red” が訳中においても選択されてい
たが、「赤」が慣用化された例である「赤裸20にな
りますと」(p.125)や、「赤む」という動詞の連用
形「皮膚の色21が赤み走って22」(p.126)、また「赤
し」という形容詞の連用形「頬も赤く32燃えて」
(p.137)「松明の光は、一しきり赤く48ゆらぎなが
ら」(p.148)などは、訳出に揺らぎが出ることが分
かった。
　 「紅」という語に関しては、「画筆を舐めるの
で紅3がつく」(p.107)という箇所を除き、「御文を
結んだ寒紅梅4の枝」(p.108)「美しい真紅7の紐」
(p.109)「紅8の袙」(p.110)において訳出に揺らぎ
が出ることがわかった。なお「紅蓮大紅蓮10の猛
火」(p.118)に関しては3者とも減訳している。「紅
蓮大紅蓮」「寒紅梅」「真紅の紐」「紅の袙」な
どは基本色名ではなく、また文化語彙あるいは文
化語彙を修飾する色彩表現であり、翻訳先の目標
言語において一意に定まるような訳出のなされる
ことが稀なのではないかと推測される。
　 これは「朱」「緋色」「藍」の訳出ともつな
がってくるが、基本色名でなく、かつ文化語彙ま
たは文化語彙を修飾するこれらの色彩語 (特に「朱
塗57のような袖格子」(p.151)「唐めいた冥官たち
の衣装が、点々と黄11や藍12を綴っております外
は」(p.118)) は、訳出が一意に定まらないことが
多く、上記の傾向が緩やかに援用される。
　 また、基本色名を用いていても、文化語彙の要
素が強かったり、文化語彙を修飾する色彩表現で
あったり、あるいは慣用化された表現となってい

る「紫匂5の袿の袖」(p.108)「青女房16」(p.118)
「浅黄39の直衣に濃い紫40の浮紋の指貫を御召に
なって」(p.145)「金梨子地61」(p.151)なども、訳
出に揺らぎが出ている。

3、おわりに
　 芥川龍之介『地獄変』における色彩表現の英訳
に着目すると、以下のことが導かれた。
　第1に、「白」という語は、日本語では明度と色
相どちらをも表すが、明度を表わす「白」を英訳
したときのみ、訳出する語彙の選択に揺らぎが出
るということである。第2に、「赤」という語は、
唇の赤さを表わす「赤い」という形容詞の終止形
においてはすべて同じ訳語が選択されていたが、
「赤」が慣用化された例である「赤裸」や、「赤
む」という動詞、また「赤し」という形容詞の連
用形で用いられる場合は訳出に揺らぎが出るとい
うことである。第3に、「紅・朱・緋・藍」などの
基本色名ではなく、また文化語彙として、あるいは
文化語彙を修飾する色彩語として用いられる場合
には、訳出に揺らぎの出る傾向があるということ
である。第4に、基本色名を用いていても、文化語
彙の要素が強かったり、文化語彙を修飾する表現
として使われていたり、あるいは慣用化された表現
となっている場合には、訳出に揺らぎの出る傾向が
あるということである。
　 今後の課題としては、今回取り上げなかった 
Omiya による英訳を含めることが、データを充実
させるという意味で挙げられる。また、質的な面
では、今回カバーできなかった「色彩語を含まな
いが色彩を喚起させるような表現」をいかに処理
できるかという点も挙げられる。加えて、翻訳者に
よる訳出傾向の分析という観点でいえば、減訳と
いう方略を取りやすい訳者を調査することで、考
察をより深めることができる。
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Summary: 本研究の目的は, WebデザインをHTMLでマークアップする作業を効率化することである. そのた
めに 4月からの半年間はレイアウト情報から文字の役割を推定することに注力して研究を進めてきたが, 評
価実験の結果アプローチ方法を変え, まずデザインを基に HTMLの構造を決めることを目標に研究を進める
ことになった. 
 
1 研究の背景 

Linked Open Data Challenge1の開催や TV等でビッ
グデータなどの単語が広く取り上げられるようにな
ったことが象徴するように, Web上にあるオープン
データを活用する動きが活発になっている. このよ
うな動きの中で大量にあるWebページ(HTML)の解
析からデータを集めることは有力な手段であり, そ
のためには HTMLページが正しくマークアップさ
れていることが重要である. しかしWebページは見
た目の美しさや読みやすさを重視してデザインされ
ており, デザインが複雑になるにつれて正しいマー
クアップで HTMLを書くのには時間がかかるため, 
コーダーの作業量は増加し結果として煩雑なマーク
アップになってしまうことも少なくない. 現在も
Dreamweaver2のように tableタグを利用しデザイン
通りに HTMLを自動出力するツールは存在してい
るが, SEO3対策や可読性を考え, 実際の商用サイト
では利用されていないのが現状である. この問題を
解決するために, Webデザインを HTMLでマークア
ップする作業を効率化することが求められている.  
 
2 研究テーマ 
本研究では機械学習を用いて, Web デザイン画像
のレイアウト情報を基に HTML の構造を推定する
ことを目標とする. Web 制作現場においてデザイン
を基に HTML+CSS を書くことは繰り返し行われる
作業であり, HTML コーダー（以下, コーダー）は
日々新しい HTML を書くことに時間を割いている. 
本研究の目的はこのような繰り返し作業をなくし, 
自動で HTML+CSS を出力することである. コーダ
ーの役割は大きく分けて「デザインを基に HTMLの
構造を決める」, 「文字が持つ役割を考え適切なタ
グでマークアップする」, 「デザインを再現するた
                                                             
1 http://lod.sfc.keio.ac.jp/challenge2012/ 
2 http://www.adobe.com/jp/products/dreamweaver.html 
3 Search Engine Optimization(検索エンジン最適化) 

めに CSSで見た目を整える」の 3つであるが, 本研
究ではまず全ての土台となる「デザインを基に
HTMLの構造を考える」部分を自動化することでコ
ーダーの作業量を大幅に軽減することを目標として
研究を進める. 提案手法のイメージを図 1に示した. 

 
図 1: 構造推定イメージ 

 
3 これまでの研究と進捗 
これまでの半年間は主に, 前章で挙げたコーダー

の仕事の中で特に 2つ目の「文字が持つ役割を考え
適切なタグでマークアップする」に注力して研究を
進めてきた. 本章ではまず 3.1 節で今までの研究テ
ーマと行ってきたことについて示し, その後 3.2 節
で実装方法について, 3.3節と 3.4節でその評価と結
果を示す. 

 
3.1 目的と結果 
本章の冒頭で述べたように, 4 月からの半年間は

「文字が持つ役割を考え適切なタグでマークアップ
する」作業の効率化を考え, レイアウト情報から構
造ではなく文字の持つ役割を推定することを目的に
システムを開発してきた.（図 2）またそのシステム
を用いてレイアウト情報からどれくらいの精度で文
字の役割を推定できるか評価実験を行った. システ
ムで利用した手法・アルゴリズムについては 3.2 節
で, 評価方法については 3.3節で説明する. また評価
実験の結果については 3.4節にまとめた.  



 

 
図 2: 文字の役割推定システムのイメージ 

 
3.2 実装方法 
 本システムでは文字の役割を推定するために, 機
械学習手法の 1 つであるサポートベクターマシン
(SVM)を用いて二値分類用の分類器を準備した. こ
の分類器の学習には SMOアルゴリズム[1]を採用し, 
カーネル関数には線形カーネルを用いた. 図 3 に分
類器のイメージ図を示した（実際は N次元空間）. ま
た SVM は基本的に二値分類器だが, 本研究では最
終的に多クラス分類に対応するため, 分類器を複数
組み合わせて多値分類を実現する OAO アルゴリズ
ム[2]を用いて多クラスの分類器（図 4）の構築を目
指していた. 
 学習用データに関しては Node.js4と phantomJS5を
利用して, あらかじめ指定してあるURLリストから
指定したタグのデータを自動収集するプログラムを
作成し, 現在 WWW に公開されている適当な Web
ページから各ページにおける HTML タグの座標と
大きさ（top, left, width, height）の 4つの特徴量を取
得し利用した. 
 

 
図 3: 二値分類器のイメージ図 

※白丸がクラス A, 黒丸がクラス Bのデータ 
 

                                                             
4 http://nodejs.org 
5 http://phantomjs.org/ 

 
図 4: 多クラス分類に用いるアルゴリズム 

 
3.3 評価方法 
 まず用意したデータについて述べる. 今回の実験
では Web サイトのジャンルやデザインの統一性は
絞らず, コンサルティング会社6による Web サイト
ランキングにおいて, 使いやすさやページの見やす
さが評価されているページ上位 20 ページをジャン
ルごとに収集し, 計 246 ページからデータを収集し
た. 
評価実験ではまず, どのWebページにもほぼ必ず

ある見出しタグ "h1" についてどの程度正確に分類
できるかどうかを評価した. 評価方法については h1
タグとそれ以外(h2, p, ul)のタグのデータ数が均等に
なるように学習用データを用意し, そのデータと実
装したシステムを用いて分類器を学習させ, 交差検
定7を行い h1 タグの分類精度を計測した. 図 5, 6 に
交差検定のイメージを示した. 
 

 
図 5: 交差検定イメージ図-1 

 

 
図 6: 交差検定イメージ図-2 

 
収集したページの中には h1 タグがないページも

あったため、最終的に学習用データとして計 438件
                                                             
6 http://www.gomez.co.jp/ranking/ 
7 K分割交差検定（K-fold cross-validation） 



(h1 について 219 件, それ以外のタグについて 219
件)のデータを用意した. 交差検定の原理上, 分割数
をデータ数の数と同じにすれば誤差が最も少なくな
るが, マシンのスペック上それだと時間がかかりす
ぎると判断したため今回は分割数を 39に決定し, 交
差検定を行った. この分割数は式(1)によって求めた
ものである. [3] 

 
k = (1 + log(n) / log(2)) * 4 (1)  

 
 
3.4 結果と展望 

3.1.3に示した方法で交差検定を行った結果を表 1
に示した. 

 
表 1: 評価実験の結果 

データ数 分割数 精度 
418 39 57.3% 

 
 この結果から分かる通り評価実験の結果は芳しく
ないものであった.  h1タグでさえレイアウト情報
のみで推定すると 60%程度の精度しか出ないのでは, 
他のタグについてはさらに精度が下がることが予想
される. 精度を上げるための方法として, Web ペー
ジのデザインの種類ごとに学習用のデータを分け別
の分類器を作成することが考えられる. データ数が
少ないため単純に比較はできないが, 今回と同じ評
価方法で対象データをデザインが似ている大学サイ
トと自治体サイトの 2種類に絞って実験したところ, 
精度が若干ではあるが 65~70%程度まで上がった. 
データを増やしていくことにより精度が上昇または
維持できるかどうかは検証が必要だが, 今回のアプ
ローチで精度をあげるための方法の 1つとしてWeb
デザインをいくつかのカテゴリに分類し, カテゴリ
ごとに分類器を作成することが有効であると考えら
れる. 
 
4 これからの研究と課題 
実験結果をふまえ, デザインごとに分類器を分け

ることで h1 タグの推定については精度の向上が期
待できると考えられるが, 他のタグについてはこ
のままでは高い精度は期待できず, また汎用的に利
用するためにはこのアプローチでは難しいと感じた. 
なによりこれだけではコーダーの作業量を軽減する
という目的にあまり尽力できていなかった. そこで
まず, 1 要素ごとの推定ではなく文書全体の構造だ
けをまとめることでコーダーの作業量を軽減できな
いか, また全体の構造が把握できることで親子関係
を考慮した役割の推定を行い今までのアプローチの
精度向上にもつながるのではないかと考えた. 図 7
に現在取り組んでいるアプローチの概略を示した.  

 
図 7: 構造推定イメージ 

 
今までは図 2のように単に文字の役割の推定を目

指していたが, 実際にコーダーとして自動でやって
くれると一番うれしい作業がこの構造化である. 現
在は 2 章で述べたように, この構造化を目標にシス
テムの開発を進めている. 

 
5 今後の研究方法 
 Web デザイン画像から HTML を生成するために
は役割の推定と構造の推定の 2つが不可欠である. 3
章では今まで行ってきた役割の推定に関する手法と
結果について説明したが, 前述したようにそれだけ
では高い精度で役割を推定することはできなかった. 
そのため役割の推定の精度向上, また当初の目的の
コーダーの作業量の軽減のために今後はレイアウト
情報から構造を推定する部分に注力して研究を進め
る予定である. 手法についてはまだサーベイ中だが, 
単純な距離だけではなく周りの要素との相対的な位
置関係や属性（大きさ, 背景色, フォント等）, また
ページ内に頻出する配置のパターン等を含めた上で, 
要素同士の親子関係（構造）を発見する必要がある.
構造化ルールの発見, 重み学習など今まで学んだ機
会学習の知識をふまえ, 今後は木構造の学習につい
てアルゴリズムを検証し, 構造推定モジュールを実
装, 評価する予定である. また現在は機能ごとに分
けて開発を進めているが, 最終的には画像認識モジ
ュール等も統合し 1つのアプリケーションとして完
成させたいと考えている. 
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1	
 はじめに	
 

	
 人は物事に感動したり、悲しんだりなど、感情が

高ぶることによりしばしば涙を流す。日常の中で、

できるだけ他人の目に触れないように泣いたり、涙

を流したことを隠そうとすることも多い。一方で、

映画や小説などのコンテンツを鑑賞した後には、そ

の内容を振り返る中で、どのシーンで泣いたかとい

う話を他者と語り合う姿もよく見られる。このよう

な場面では、涙を流すという行為は、感情の高揚の

度合いを示す上で分かりやすく、他者にそのコンテ

ンツの善し悪しや、自分の嗜好を伝える一つの指標

となっていると考えられる。また最近では、ストレ

ス解消などの目的で他の人と一緒に積極的に涙を

流す「涙活」[1]と呼ばれる活動も注目を集めてい

る。これは、30~40 代を中心に、普段泣く機会を持

たない人々が泣くためのきっかけを得ることを目

的としたイベントであり、あるテーマに基づいて涙

を誘うための詩の朗読や、動画の視聴が行われる。

本研究でも、これらのように他者と泣く行為や泣い

た場面を積極的に共有するという行動に注目する。	
 

	
 本研究で筆者らが提案するのは、頬を伝う涙を物

理的にセンシングし、それを光や音などに変換して

リアルタイムに演出すること、あるいは検出された

涙のイベント（タイミングや場所など）をアーカイ

ブして、他者と共有したり思い出として振り返るた

めのツールを提供するものである。例えば映画館で

の鑑賞シーンを想定すると、意識的になれば、周囲

の鼻をすする音や、ハンカチを目に当てる仕草など

通してゆるやかに他者の感情の高ぶりを感じ取る

ことはできるが、涙の頻度やタイミングを直接的に

把握することは難しい。また、ニコニコ動画[2]な

どの疑似同期コンテンツ鑑賞環境などにおいても、

画面上を流れるコメントを通して他者の反応を見

ることができるが、「泣く」という生理的な反応と

コメントの内容は必ずしも一致しない。さらに、コ

ンテンツ鑑賞後のコミュニケーションにおいては、

どのシーンで「泣けた」かは重要な情報となるが、

現状では本人の記憶に委ねるところが大きい。	
 

	
 このような背景のもとで、本研究では、映画や小

説などのコンテンツ鑑賞時に注目し、涙を流すとい

うイベントを演出・記録して他人と共有するための

装置として、目の下に貼付けるテープ型の涙センサ

を開発する。本稿では、その設計、実装および応用

に関して以下に述べていく。	
 

	
 

	
 
	
 

図 1：涙を検出するインタフェース	
 

	
 

2	
 関連研究 
	
 人の感情に焦点を当てたシステムはこれまでに

もいくつか提案されてきた。例として、“The	
 Tear	
 

Machine”[3]は、鏡に写る人の顔に石鹸水の流れを

反射させ、あたかも自分が泣いているかのようにみ

せることで悲しみの感情を喚起させている。また、

“扇情的な鏡”[4]では、鏡に写る顔の表情を擬似

的に変形させることにより、それを見ている人に特

定の感情に影響を与えるシステムである。鏡の中の

表情を笑顔にすれば嬉しさを、悲しんでいる表情に

すれば悲しみを喚起させることができる。これらの

事例は自分の表情が変化しているように見せるこ

とで実際の感情に影響を与えている。	
 

	
 これに対し、“Happiness	
 Counter”[5]や、福嶋

らの笑い増幅装置に関する研究[6]では、人が笑顔

になることに対してシステムがフィードバックを

返すことにより、その感情を増幅させるというアプ

ローチを採る。前者は、家電に顔認識システムを組

み込み日常的に笑顔になることを促すことで、人を

幸せな気分に導くことをねらう。また、後者はバラ

エティ番組などの映像コンテンツの鑑賞時に、鑑賞



者の笑い動作を検出しそれにあわせて観客の笑い

声の音声を再生することで、鑑賞者自身の笑いを増

幅させようとするものである。筆者らの今回の研究

では、涙に注目し、人が泣くという行為を演出する

ことにより、周囲に伝え、感情を共有することをね

らうものである。	
 

	
 この他、コンテンツ視聴時の感情や嗜好を共有す

る手法として、ニコニコ動画[2]が挙げられる。こ

れは、動画上に鑑賞者のコメントを表示させること

により、動画の特定のシーンに対する他者の感想を

知ることができる。また、“Peaflet”[7]では、ミ

ュージアムでの鑑賞時に入力した個人の趣向を反

映したパンフレットを土産として配布することで、

それを見比べた他者との違いに気付くことができ

る。これらに共通して言えるのは、鑑賞者に対して

何らかの意識的な入力動作を要求している点であ

る。本研究では、涙をセンシングすることで、意識

的にでも無意識的にでも物理的に溢れ出す滴を感

情の尺度として利用する。	
 	
 

	
 

3	
 システムの提案と設計 
3.1	
 システム概要 
本システムでは、ユーザは図 2のように目の下付

近にテープ状のセンサを貼付ける。映画や小説など

のコンテンツを鑑賞している間に、瞳からこぼれた

涙がテープ上を通過することを、システムが検出す

る。	
 

	
 検出されたイベントは、コンピュータにより処

理されて、後述のように光や音に変換してリアルタ

イムにユーザにフィードバックしたり、その涙のア

ーカイブを作成することができる。	
 

	
 

3.2	
 システム設計 
	
 

涙の滴をセンシングするインタフェースは、ビニ

ールテープ、マイクロコントローラ（Arduino）、お

よび必要に応じて PC から構成される（図 2）。	
 

	
 

	
 
	
 

図 2：システム概要	
 

	
 

本システムでは、涙の検出にあたり、その導電性

を利用する。まず、図 3のようにテープには導電性

インクを用いて二本の平行な直線が引かれる。ユー

ザが、このテープを目の下に装着し、涙を流すと、

その滴がセンサの上を通過することになる。それぞ

れの線の端には電極を取り付け、図 4のような抵抗

分圧回路に接続する。図 3のように 2 本の線の間が

通電し、Vout の値が低下する。Vout があらかじめ

定めた閾値より低くなった場合に、システムは涙の

存在を検出することとする。	
 

	
 

	
 
	
 

図 3：涙滴のセンシングの仕組み	
 

	
 

	
 

	
 
	
 

図 4：抵抗分圧回路	
 

	
 

4	
 インタフェースの実装と動作 
	
 上記のような設計のもとで、涙をセンシングする

テープ型インタフェースのプロトタイプを実装し

た（図 5）。テープは、目頭から目尻までの長さよ

り長くなるように約 4cm の長さとして、幅は 1cm の

ものを用いた。導電性インクは谷口インキ製造株式

会社のテクノペン（銀含有量 75〜80%、体積抵抗率

0.00087Ω・cm）を用い、テープの上に幅約 1mm で

2 本の線を描いた。なお、線の間隔は今回の実装で

は 2mm とした。	
 

	
 

	
 
	
 

図 5：プロトタイプ	
 

	
 

	
 図 6 に、涙をセンサに垂らした際の Vout の変化

の様子をグラフで示す。また、涙のセンシングの精

度を計測するため、以下のような実験を行った。	
 

	
 今回行った実験では、まずテープ型センサを人の



頭部を模したマネキンの目の下に貼付ける。この際、

テープは瞳の下端から鉛直下方向 5mm の位置に水

平方向に貼付けた。そこに、直径約 2mm のスポイト

を用い、マネキンの目頭部分から滴を落とす。ここ

で、実験には実際の涙に近い特性を持つ生理食塩水

（濃度 0.9%）を用いた。	
 

	
 本実験では、滴を 100 回垂らし、マネキンの瞳か

ら流れ落ちた滴がテープ型センサ部分に達した際、

検出の可否を調べた。なお、事前の数回の試行から

Vout の閾値は 4.5V と設定し、通過時に Vout が閾

値を下回り、滴が去った後に再び Vout が閾値を上

回って 5V 付近に戻る挙動を示した場合に、「検出成

功」と定義する。	
 

	
 
	
 	
 

図 6：Vout の変化を示したグラフ	
 

	
 

	
 実験の結果、100 回の試行において検出成功が 96

回であった。残りの 4回の試行で検出がうまくいか

なかった理由としては、内 2回が滴の一部がテープ

上に残り続けてしまいセンシングし続けてしまっ

たことと、残り２回が涙滴のサイズが線間距離より

小さかった可能性や、涙滴の一部がテープの端等に

溜まって線上まで到達しないケースなどが考えら

れる。これらの問題に関しては、テープの厚みなど

の素材構成を今後さらに検討する必要がある。	
 

	
 

5	
 アプリケーション例 
	
 今回提案した涙センサを用いたアプリケーショ

ンの例として、リアルタイムに反応し光るもの・音

が鳴るものと、コンテンツ鑑賞後にアーカイブを他

者と共有するものを提案する。これらは、映画館な

どのように多人数でひとつの映画を鑑賞している

場面で使われることを想定している。	
 
 
5.1 光・音による涙の演出 
まず、リアルタイムに反応する一つ目のアプリケ

ーションとして、テープ型センサの回路内に LED を

組み込み、テープと同じように目の下に設置する。

涙がセンサの上を流れると、LED がゆるやかに光り、

涙が過ぎ去るとゆっくりと消えていく(図 7)。	
 

これは映画館のような暗所で、リアルタイムに涙

の存在を共有することを目的とする。暗闇のホタル

のように、涙の存在に合わせてぼんやりと空間が瞬

くという演出を企図している。他者が泣いているこ

とをゆるやかに認知できるようになることで、自分

が泣くことに対するハードルを下げたり、もらい泣

きのように感情の増幅・連鎖の効果を期待している。	
 

同様に、二つ目のアプリケーションとして涙を検

出した瞬間にスピーカから「キラン」等の擬音語で

表現されるような効果音を提示する。この際、場の

雰囲気に合わせて、コンテンツの視聴自体を妨げな

いような演出方法を今後検討していく必要がある。	
 

	
 

	
 
	
 

図 7：LED による涙の演出	
 

	
 
 
5.2	
 泣いた場面を記録・共有するリーフレット 
	
 二つ目のアプリケーションとして、映画などの動

画コンテンツを鑑賞した時の、涙を流したシーンを

切り出し、個別のリーフレットを製作するシステム

を作成した。	
 

	
 今回の実装では、PC により動画を再生する状況

を想定する。動画コンテンツ視聴時に、センサによ

り涙滴が検出された瞬間の映像フレームを画像と

してその都度 PC に保存していく。そして、そのコ

ンテンツを見終わった後に、図 8のように涙が検出

されたシーンのスクリーンショットが並んだリー

フレットが pdf ファイルとして出力される。	
 

	
 例えば、複数人で一緒に動画コンテンツを見た後

に、プリントアウトされた各自のリーフレットを見

比べることにより、感想の共有やコミュニケーショ

ンのきっかけとなることを期待するものである。ま

た、動画を見た思い出として残すということも考え

られる。	
 

	
 リーフレットのデザインは、現在は実装の簡単の

ために、A4 サイズの書類の中に画像を並べるとい

う方法を採っている。今後は、ソンらの研究[7]な

どを参照しながら、涙の記憶を紙面で表現するため

のレイアウトデザインに関してもさらなる検討を

進める予定である。	
 
 



 
 

 
 

図 8：涙を記録したリーフレットの例	
 

	
 

	
 
	
 

図 9：リーフレットを用いた他者との比較	
 

	
 
 
6	
 まとめと今後の展望	
 
	
 本稿では、涙滴を検出するためのセンサの基礎的

検討と応用例の提案を行った。導電性インクを用い

たテープ型のインタフェースを設計・実装すること

で、涙の流れを高い確率で検知することが可能にな

った。	
 

	
 また、センサの応用例として、リアルタイムに光	
 

や音により涙を演出するものと、涙を流すとういイ

ベントをアーカイブして、コンテンツ観賞後に他者

と共有するためのアプリケーションを提案した。こ

れらの新しい涙の共有手法を通して、他者との比較

から自己理解が深まることを期待する。	
 

	
 今後はセンサ及びアプリケーションの両方の改

良に努めたい。今回テープ型センサは防水や絶縁の

ためビニールテープを使用したが、今後はより薄く、

撥水性が良く、皮膚に貼付けても不快感の少ない素

材を検討していきたい。また、今後は多人数参加型

の環境において評価実験を行い、本システムの利用

がユーザにどのような心理的影響を及ぼすのかを

検証し、それをふまえた上でさらなるアプリケーシ

ョンの製作、改良をしていきたいと考えている。	
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1　序章
　 心臓血管系は、胎児の中で最初に形成される系
の一つである。マウスの心臓は、胎生8.5日に開始
した最初の拍動を常に維持しつつ、チューブ状の
心臓から二心房二心室に至る複雑な形態形成や刺
激伝導系の発達などの高度な分化が行われる。心
臓の心室部分を構成する心室筋細胞レベルでは、
胎生期から新生仔期へと移行する際、活動電位持
続時間の短縮なども観察され、1回の収縮で消費す
るATP(アデノシン三リン酸)の量も増加する。
　 本研究は、上記のように複雑な心臓の発生プロ
グラムにおいて、心臓の収縮を司る心室筋細胞に
おけるエネルギー代謝機構の変化に着目した。成
体の心室筋細胞におけるエネルギー代謝機構は、
主にミトコンドリアが酸素を消費してATPを生産
する仕組みであるために、低酸素環境下では心室
筋細胞は正常に収縮することが出来ない。一方、
胎生期の心室筋細胞は、細胞内グリコーゲン濃度
が成体の10倍程度であることや、解糖系内の約半
数の酵素で成体と異なる活性を持つことが知られ
ており、低酸素環境下でも収縮を維持することが
できる。以上の背景から、興奮収縮に関わるエネ
ルギー代謝機構の理解には、ATPの消費・生成を
同時に観察することが不可欠であると考える。
　 心臓疾患として代表的な心筋梗塞は、動脈の血
流量が下ることによって、心筋が虚血状態に陥る
ことで壊死してしまう状態になる危険な病気であ
るが、本研究によって、低酸素環境でも活動を維
持できる胎生期心筋のメカニズムを明らかにでき
れば、そのような疾病に耐え得る細胞の究明へ貢
献することを期待している。

2　手法
　 2007年に発表された胎生期の心筋細胞モデル
(kuzumoto et al., 2007, Matsuoka et al., 2003)と、既に

発表されている骨格筋解糖系モデル(Lambeth et al., 
2002)を用いて胎生期・成体の低酸素環境下でのシ
ミュレーションを行った。

2.1　胎生期のシミュレーションモデル
　 心筋細胞の挙動を高精度に再現できる包括的心
室筋細胞モデルとして知られるKyoto model 
(Matsuoka et al., 2003)を用いて胎生期のモデルが構
築された先行発表 (Itoh et al.,  2007) がある。本報告
では、成体のモデルの微分方程式を変更すること
なく、細胞を流れる電流の活性量を変化すること
で胎生初期の自律性や後期の自律性の消失、受動
的な活動電位の形成が再現された。そこで、本研
究ではKyoto modelを用い、胎生期と成体で異な
る6種類の電流の活性量を変化させることで[表
1]、両段階の心筋細胞の振る舞いをシミュレート
した。
表１：胎生期と成体における電流の活性量

電流 胎生期 成体
L型Ca2+チャネル電流 0.78 1.0

筋小胞体 0.30 1.0

過分極誘発内向き電流 0.0 1.0

ATP感受性K+チャネル電流 0.88 1.0

一過性外向き電流 0.27 1.0

Na+/Ca2+交換電流 1.75 1.0

2.2　骨格筋解糖系モデルによるエネルギーの再現
　 本研究では、発表されている骨格筋解糖系モデ
ル(Lambeth et al.,  2002)を用いて低酸素環境下での
エネルギー産出を賄う経路を確立した。本モデル
はグリコーゲンから乳酸までの代謝経路が構築さ
れており、Kyoto modelに存在するATP・ADP(アデ
ノシン二リン酸)・Pi(リン酸)濃度及びNAD(ニコチ



ンアミドアデニンジヌクレオチド)とNADH(還元型
ニコチンアミドアデニンジヌクレオチド)の総和を
共有のパラメータとして有する。そこで、先行研
究に基づき(天野ら, 2010)、それらのパラメータを
基準として、表2に示す各要素を既存のKyoto model
に合わせて調整することで、両モデルの統合を行
い、電気生理学的な変化とエネルギー代謝機構に
おける変化を併せて観察するシミュレーションを
可能にした。
表2：モデル間のバランスを調整するパラメータ

パラメータ 変更値
解糖系の速度係数(k) 0.05

グリコーゲン濃度 21 [mM]

Crの速度定数 (Cr + P → PCr) 8.025 × 10−2

Crの速度定数 (Cr + P ← PCr) 4.835 × 10−2

2.3　解糖系内代謝物質濃度の変化
　 胎生期では、成体と比較して細胞レベルにおい
ても様々な違いが観察されるが、本研究では解糖
系内で、特にグリコーゲン(GLY)とクレアチン
(Cr)、クレアチンリン酸(PCr)濃度が成体と比較し
て大きく異なっているという報告に着目し、シミ
ュレーションを行う際の指標に用いた[表3]。
表3：胎生期と成体における代謝物質濃度の比較

代謝物質 胎生期 成体 Ref.

GLY 10.0 1.0 Shelly, 1961

Cr 0.59 1.0 Rolph et al., 1973

PCr 0.42 1.0 Rolph et al., 1973

2.4　シミュレーション
　 胎生期・成体のモデルはどちらも定常をとるた
めに20時間外部刺激無しの状態でシミュレーショ
ンを行い、次に60分間1.0[Hz]で刺激を与えてモデ
ルを動かした後、細胞内酸素濃度を0[mM]にする
ことで、低酸素環境下での細胞の振る舞いをシミ
ュレートし、その時の細胞内ATPの濃度変化を観
察した。

3　結果
　 胎生期と成体でそれぞれの電流活性を量的に変
化させただけで、低酸素環境下において胎生期の
細胞がATPをより長く持続できることが解った。
また、クレアチンやクレアチンリン酸などの代謝

物質濃度の変化も低酸素環境下での代謝に大きく
影響していることが示された。

3.1　電流活性量が細胞内ATP濃度に与える影響
　表1で示したように胎生期・成体それぞれにおい
て取り得る電流活性量に変化させ、両段階のモデ
ルで低酸素環境の挙動を再現したところ、胎生期
のモデルにおいて、成体と比較してより長い時
間、細胞内にATPを維持することが出来た[図1]。
また、それぞれのモデルで低酸素環境の再現を行
う前の段階で、解糖系内の代謝物質濃度を比較し
たところ、グリコーゲンから乳酸まで、実験で計
測された代謝物質濃度と相対的にほぼ同一の結果
を得ることができた。

図1：低酸素環境下でのATP濃度変化

3.2　細胞内クレアチン濃度と解糖系の関連
　 先行研究に基づき、クレアチン及びクレアチン
リン酸濃度を既存値の約50%の値に変更し、同様
の手法で低酸素環境下における細胞内ATP濃度変
化を観察したところ、既存値の半分の値をとった
パターンにおいて大幅にATP維持時間が延長され
る結果を示した[図2]。

図2：Cr濃度減少によるATP濃度変化の影響
　

4　議論
　 低酸素環境で活動を維持することのできる胎生
期の心筋細胞は、代謝内の変化だけでなく、細胞
内に流れるイオンの量的な変化も考慮する必要が
あることが示唆された。またクレアチン濃度変化
による細胞内リン酸濃度が解糖系の活性に大きな
影響を及ぼすことを明らかにすることができた。



4.1　電流活性の量的変化が代謝に与える影響
　 今まで、胎生期から成体へ発達する間に低酸素
環境耐性などの内的に起こりうる変化は、代謝機
構で起こる変化に大きく起因すると考えられてい
た。しかし本研究では、6種類の電流活性量を相対
的に変化させるだけで、代謝物質の濃度に大きな
影響を与えることが示され、エネルギー代謝機構
と電気生理学的機構の相関性が示唆された。

4.2　細胞内リン酸濃度の重要性の示唆
　 解糖系と直接関与しないクレアチンとクレアチ
ンリン酸濃度が、胎生期での低酸素環境下の代謝
で大きな役割を果たしている理由として、クレア
チンに関与する細胞内リン酸濃度による影響が強
いことが示唆された。本研究のシミュレーション
による結果においては、クレアチンリン酸の減少
に伴う細胞内リン酸濃度の増加によって、リン酸
を消費する解糖系内の代謝が活発化するために、
胎生期において低酸素環境でより長く細胞の活動
を維持することが出来た、と考察される。クレア
チンは筋肉の収縮などで大きな役割を果たす代謝
物質として知られているが、実際の細胞において
も、発生に伴い、強い収縮に耐え得るためにクレ
アチンが増加することは矛盾しない結果であると
言えた。また、従来、胎生期の活動は解糖系のエ
ネルギー源として知られるグリコーゲンの濃度[表
3]による影響が大きいと考えられていたが、実際
にはそれ程大きく関与してはいない可能性がある
ことも示唆された。

5　まとめ
　 本研究により、胎生期から成体へと成長するモ
ルモット心室筋細胞において、代謝機構と電気生
理学的機構が複雑に関連していることが示唆され
た。また、発生における数ある変化のうち、代謝
物質の中でも特に細胞内のリン酸濃度の重要性が
示され、それらが取り得る心収縮などへの影響も
同時に再現することが出来た。それにより、成体
でも正常な心臓収縮の活動を維持しつつ、心筋梗
塞などの心疾患時に低酸素に耐え得る心筋細胞の
メカニズムを知るための新しい見解を得ることが
できた、と考える。
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1 序論 

1.1 インフルエンザウイルスとは 

 

 インフルエンザウイルスは野鳥からヒトま

で幅広く感染する人獣共通感染症である．毎年

冬季になると流行し、かぜに似た症状を引き起

こすが、重篤化すると肺炎を合併し死に到る．

世界保健機関(WHO)の推計によると、毎年イン

フルエンザウイルスによって直接・間接的に死

亡する人数は、世界で約 25 万〜50 万人にも上

るとされている．さらに、数年〜十年ごとに致

死率の高い新型インフルエンザウイルスが出

現し、パンデミック(世界的な流行)を引き起こ

している．例えば、第一次世界大戦中の 1918

年には、スペイン風邪と呼ばれる新型の H1N1

ウイルスが流行し、当時の世界人口の約 3割が

感染し、死者は 4,000 万人に及んだ．これは人

類史上もっとも古く、そして最も死亡数が多か

ったパンデミックである．最近では、2009 年に

豚由来の新型インフルエンザウイルスが流行

し、日本国内でも感染者が相次いだ．また、今

年 3月には、これまでヒトへの感染例が無かっ

た H7N9 型のインフルエンザウイルスが中国で

相次いでヒトに感染した[1]．このように、イ

ンフルエンザウイルスは社会的影響が大きい

病原体の一つであり、国家レベルでの感染症対

策（ディジーズ・コントロール）が急がれてい

る．  

 

1.2 ヒトとインフルエンザウイルスの攻防  

 

 人類はこれまでに衛生環境を向上させ、様々

な抗ウイルス薬やワクチンを開発することで、

インフルエンザウイルスと闘ってきた．しかし

ながら、インフルエンザウイルスは依然として

猛威を振るっている．その原因は、このウイル

スの驚異的な進化速度にある．インフルエンザ

ウイルスは遺伝情報をRNAとして保持している

ため、変異が蓄積しやすく、その変異率はヒト

の一万倍にも及ぶ．つまりインフルエンザウイ

ルスは素早く進化することで、宿主の様々な生

体防御機構から巧みに逃れているのである．実

際に、抗ウイルス薬であるタミフルは、2001 年

に日本国内で使用され始めたが、その 3年後に

はタミフル耐性株が出現している．そこで現在、

変異率の高いインフルエンザウイルスに対し、

持続的に効く、すなわち耐性株の出現しにくい

新薬の開発が望まれている．高速に進化するイ

ンフルエンザウイルスには、“変異が起こりや

すいサイト”と“変異が起こりにくいサイト”

がある．持続的に効く抗ウイルス薬を作るため

には、ウイルスの“変異が起こりにくいサイト”

を標的とすることが極めて重要である．  

 

1.3 マイクロ RNA による生体防御機構  

 

 そこで近年、宿主が持つマイクロ RNA の機能

が注目されている．マイクロ RNA とはタンパク

質に翻訳されないノンコーディングRNAの一種

であり、メッセンジャーRNA(タンパク質の設計

図が書かれている伝令 RNA)の配列に結合する

ことで、メッセンジャーRNA の分解や翻訳阻害

を引き起こす．最近、このマイクロ RNA が細胞

内に侵入してきたウイルスを標的として、その

遺伝子発現をも制御していることが明らかに

なってきた．例えば、ヒトが有するマイクロ RNA

がインフルエンザウイルスの増殖を抑えてい

ることが報告されており［2］、他にも HIV など

で宿主マイクロRNAの標的ペアが明らかになっ

ている．さらに、マイクロ RNA のウイルス制御

機構を応用した新薬の開発が期待されている．

実際に、C型肝炎ウイルスに対するマイクロRNA

を利用した核酸医薬が現在開発中である [3]．  

 

1.4 研究目的  

 

 1.2 節で述べた通り、インフルエンザウイル

スに対して持続的に効く新薬として、マイクロ

RNA を用いるためには、マイクロ RNA の標的サ

イトが変わらずに変異しないことが十分条件

となってくる．しかしながら、ヒトの一万倍も

速く進化するインフルエンザウイルスにおい



て、マイクロ RNA の標的配列が進化的に保持さ

れてきたのか、そして将来的にも同じ配列が保

持されるのかについては、これまで詳しく議論

されてこなかった．そもそも、インフルエンザ

ウイルスがどのように進化してきたのかさえ、

未だ明らかになっていない部分が多いため、ゲ

ノムレベル或いは部分配列単位での進化をそ

れぞれ理解することが必要である．例えば、イ

ンフルエンザウイルスが一体何によって宿主

域の壁を乗り越えているのかは未だに分かっ

ていない[4]．一方で、インフルエンザウイル

スのゲノムは古くから各国の研究機関が精力

的にシーケンシングを行ったため、1902 年から

2013年までの約100年に渡る時系列のウイルス

ゲノムが登録されている．その数はまさにビッ

グデータである．そこで本研究では、過去 100

年に渡るインフルエンザウイルスゲノムを用

いて大規模な進化解析を行い、保存度合いを調

べることで、マイクロ RNA を介したヒトとイン

フルエンザウイルスの攻防の歴史を明らかに

することを目的とした． 

 

2 研究対象及び手法 

2.1 研究対象 

 
 インフルエンザウイルスには A 型、B 型、C

型の 3種類がある．本研究では、鳥から豚、ヒ

トまで幅広く感染し、罹患率の高い A型インフ

ルエンザウイルスのみを解析対象とした．過去

100 年に渡る A 型インフルエンザウイルスのゲ

ノムを Influenza Virus Resource から取得し

た[5]．取得したウイルスの総本数は 20,072 本

で、その内訳は鳥インフルエンザウイルスが

8,915 本、豚インフルエンザウイルスが 1,837

本、ヒトインフルエンザウイルスが 9,320 本で

あった. 次に、マイクロ RNA に関しては、先行

研究ではヒトがコードしている3種のマイクロ

RNA(miR-323、miR-491、 miR-654)がインフル

エンザウイルスの増殖抑制に関与していると

報告されている．そこで我々は、これらマイク

ロRNAが他の宿主でも保存されているかを調べ

るために、ヒト、鳥、豚が持つ全てのマイクロ

RNA の配列情報を miRBase から取得した[6]． 

 
2.2 インフルエンザウイルスの進化ネットワーク 

 
 まず我々は、インフルエンザウイルスの過去

の進化経路を明らかにするため、計 20,072 本

のインフルエンザウイルスのアミノ酸配列を

総当たりで比較し、互いにどれくらい似ている

のかを示す、配列類似度を算出した.この配列

類似度に基づいて、遺伝子が似ているウイルス

株同士を繋げ、進化ネットワークを構築した．  

 
2.3 宿主マイクロ RNA の標的ペアの保存性解析 

 
 次に、宿主マイクロ RNA の標的配列が保存さ

れているかどうかを明らかにするために、取得

したインフルエンザウイルスのヌクレオチド

配列をアライメントし、ポジションごとに塩基

の平均情報量（＝エントロピー値）を算出し、

標的配列の保存度合いを数値化した(式 1)． 

  

                         (1) 

 

 

(式 1)では、Piは塩基 i の出現頻度を、H はポ

ジションごとの平均情報量を示す. エントロ

ピー(H)は 0 から 2の間の値をとり、その値が 0

に近づくほど保存されており、2 に近づくほど

頻繁に塩基置換が起きていることを示す. 

 宿主のマイクロ RNA に関しては、ヒト以外の

他の宿主域に同様のマイクロRNAが存在するか

を明らかにするために、豚と鳥のマイクロ RNA

の遺伝子の塩基配列と、インフルエンザウイル

スを抑制することが知られるマイクロ

RNA(miR-323、miR-491、miR-654)の配列比較を

行った． 

 

3 結果及び考察 

3.1 インフルエンザウイルスの進化について 

 

 インフルエンザウイルスは宿主域の壁を飛び

越え、また頻繁に内部の遺伝子の一部を入れ替

えるため、その進化経路は非常に交雑している．

そのため、従来から用いられてきた、進化の再

合流を仮定しない木構造の系統樹だけではそ

の複雑な進化を十分に理解することはできな

い．そこで我々は、予め総当たりの配列類似度

を算出してから、系統ネットワークを構築する

ことで、膨大な量のインフルエンザウイルスの

進化を一挙に可視化することに成功した(図 1)．

(図 1(A))では、黒い点がネットワークの中心を

占め、そこから派生するように徐々に白くなっ

ている．このことから、時間が経つにつれ漸進

的にインフルエンザウイルスが進化している

ことが分かる．(図 1(B))では、宿主域(鳥、豚、

ヒト)ごとにウイルス株が集結しクラスターを

形成していることから、宿主域によってウイル

ス遺伝子の特性に違いがあることが示唆され

た．特に図の中心には野鳥の遺伝子プールがあ

り、そこから周辺に向かってヒトや豚へ伝播し

ている様子が見られた．また、ヒトと野生の動

物のクラスターを比較すると、ヒトに感染する

ウイルスの進化は毎年漸進的に進んでいるが、

豚では進化が留まっている．これは、人類が薬



剤を投与することで、皮肉にもウイルスの進化

が促進されていることを示している．その一方

で、(図 1(B))の囲いの中にある、豚とヒトが混

在している部分は、豚からヒトへ伝播している

ことを示すものであり、これは 2009 年の新型

インフルエンザウイルスが生まれた進化プロ

セスである．このように、宿主間のインタラク

ションを可視化することは、今後生まれてくる

パンデミックの迅速な検出に役立つと考えら

れる．以上述べたとおり、この系統ネットワー

クは、ウイルスが時間軸の中で徐々に変化して

いく漸進的な変異と、宿主域を飛び越えること

で生じる動的な変異を同時に検出できる画期

的な手法であると言える． 

 

 
 

 

 
図１: A 型インフルエンザウイルスの進化ネットワーク.(A)流

行年代とA型インフルエンザウイルスの進化ネットワーク.点は

ウイルス株、線が配列類似度を示す．白黒のグレースケールは

年代を表しており、黒色の方が古いウイルス株である．(B)宿主

域とA型インフルエンザウイルスの進化ネットワーク.黒色が鳥

を、灰色が豚を、白色がヒトを宿主とするウイルス株を表す． 

 

3.2 ヒトとインフルエンザウイルスの攻防の歴史 

  

 インフルエンザウイルスの保存性をポジシ

ョンごとに数値化した結果、宿主マイクロ RNA

の標的サイトの塩基配列は、ゲノムの全長の中

でも高度に保存されていることが分かった（デ

ータ非公開）．他にも進化的に変異が起こりに

くい箇所がいくつか存在していたが、それらは

アミノ酸レベルでは保存されていたが、塩基配

列には頻繁に変異が起こっていた．しかしなが

ら、宿主マイクロ RNA の標的サイトは 30 塩基

に渡って塩基配列がほとんど変わらず保存さ

れていたことから、宿主マイクロ RNA との配列

特異的な相互作用が進化的に維持されてきた

ことが示唆された． 

 

4 結論 

 
 インフルエンザウイルスは高速に進化する

にも関わらず、宿主マイクロ RNA を介したウイ

ルス制御機構は約 100 年間に渡り、そして幅広

い宿主間で保存されていることが本研究の結

果、初めて明らかとなった．進化ネットワーク

からヒトとウイルスの攻防の歴史を明らかに

することは、漸進的な変異や宿主域の相互作用

による動的な変異を検出し、これまでの複雑な

インフルエンザウイルスの進化史を明瞭にす

るとともに、われわれ人類が今後インフルエン

ザウイルスと上手に闘っていくためのヒント

を与えてくれるものである．本研究で見つかっ

た、進化的に保存されていた宿主マイクロ RNA

によるウイルス制御を応用すれば、将来的には、

ウイルス感染期の患者の生体内に宿主マイク

ロRNAに導入することでインフルエンザウイル

スの増殖を抑えられる日が来るだろう． 
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1 序論 
 生命にとって水は不可欠な分子である。生体内に
おける水分子の減少、すなわち乾燥は生命を致死的
な状況へ陥れ、多くの場合において生命活動の維持
は困難を極める。ヨコヅナクマムシ (Ramazzottius 
varieornatus)と呼ばれる体長わずか 0.1mm程の生物
は、無代謝と呼ばれる特殊な状態への移行し、自身
の生命活動を完全に停止させることによって、極度
の乾燥への適応を成功させている [1]。 
 この状態は、「乾眠 (Anhydrobiosis)」と呼ばれて
おり、1702年、オランダの顕微鏡学者、Antonie van 
Leeuwenhoek によって線虫から初めて報告された。
乾眠は乾燥ストレスによって誘導され、生体内の含
水量を僅か数%までに減少させ無代謝状態となる
ことによって達成される言わば植物の種子のよう
な状態である。乾眠状態となったヨコヅナクマムシ
は興味深いことに、乾燥耐性以外にも絶対零度から
+151 度、高圧および γ 線、ヘリウムイオンビーム
など非常に強い極限環境耐性を示すことがこれま
での実験結果より報告されている。また、乾眠した
ヨコヅナクマムシは周囲の水を吸収することで仮
死状態から再び生命活動を再開するという興味深
い性質を有している。 
 
2 乾眠の分子機構 
 クマムシはこれまでに陸から海、高山など多様な
場所から 1,000種以上が記載されており、とくに陸
生の種において強い乾眠能力を示すことが報告さ
れている。極度の乾燥や高圧、高放射線といったス
トレスへ乾眠状態への移行によってヨコヅナクマ
ムシは対処しているが、乾燥による細胞の構造や
DNA 配列への損傷、タンパク質の凝集などは不可
避である。そのため、こういったダメージから細胞
やタンパク質を保護する分子メカニズムとして、
LEA (Late Embryogenesis Abundant Protein)に類似し
た機能を持つタンパクファミリーなどの存在が明
らかになっており、これらの分子がヨコヅナクマム
シの強い極限環境耐性を支える基盤となっている
可能性が示唆されている。 
 近年のゲノムプロジェクトやトランスクリプト
ーム、メタボロームなどオミクス解析から得られた
網羅的な測定情報から、乾眠時に細胞や DNAを保
護する新規のタンパク質が同定されるなど [2]、ヨ

コズナクマムシの極限環境耐性に関する知見は、急
速に充実している。その中でも、ヨコズナクマムシ
は乾眠状態への移行に大規模な遺伝子発現制御が
見られない特徴が挙げられる。このことは、細胞内
に既に存在している転写物（RNA）への転写後修飾
の可能性が考えられた。本研究では、計算機を用い
て大規模な遺伝子配列の解析を行うことで、ヨコヅ
ナクマムシにおける乾眠メカニズムと RNA 編集の
関係性を明らかにしようと試みた。 
 
3 RNA編集による制御 
 転写後修飾の一種である RNA 編集とは、自身の
遺伝情報の一部を書き換える仕組みである。RNA
編集とは、RNA へ位置特異的にゲノム配列の置換
を起こす翻訳後修飾を差し、ヒトやショウジョウバ
エ、マウスなどの真核生物では ADAR (Adenosine 
deaminase acting on RNA)と呼ばれる二本鎖 RNA結
合タンパク質によって触媒されると考えられてい
る [3]。ADARは、脱アミノ化反応によりアデノシ
ン (A)をイノシン (I)に置換し (A-to-I 編集)、生体
内ではグアノシンとして機能する [4]。編集を受け
た RNA は、オリジナルとは異なる情報を持ったタ
ンパク質として細胞内で機能する。結果、ヨコヅナ
クマムシの大量の遺伝子配列データに対して、コン
ピュータを用いた網羅的な解析により、RNA 編集
による転写後修飾の可能性を示唆した。 
 
4 おわりに  
 「生きている状態とは何か」。これまでに生物学
においては長年に渡り議論がされてきた問いであ
るが、ヨコヅナクマムシにおける乾眠メカニズムの
研究は、新たな知見をもたらすと考えている。一般
的な生物において、代謝の停止は不可逆的な死を意
味するが、ヨコヅナクマムシにおいてはその限りで
はなく、乾眠と活動状態を可逆的に行き来する特徴
を持つ。こういった特異な様相を示すヨコヅナクマ
ムシの乾眠メカニズムを解明することは、不可逆的
な死、更には生と死の境界を明らかにすることがで
きるのではないかと期待される。 
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